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化学物質用途分類表 資料－１

　　　　　　　　　　　

用途分類 詳細用途分類

01 中間物 a 合成原料、重合原料、前駆重合体
b 重合開始剤
z その他

　　　溶　　　剤　　　　　　　　　　　
02 a 塗料用溶剤、塗料希釈剤

b 塗料剥離剤
c ワニス用溶剤
d コーティング剤用溶剤、レジスト塗布用溶剤
e 印刷インキ用溶剤、電子デバイス用溶剤、インキ溶剤、インキ洗浄剤
f 殺生物剤用溶剤
z その他

03 接着剤用・粘着剤用・シーリング材用溶剤 a 接着剤用溶剤、粘着剤用溶剤
b 接着剤剥離用溶剤、糊剥離用溶剤
c 接着用溶剤
d シーリング材用溶剤
z その他

04 金属洗浄用溶剤 a 金属洗浄用溶剤（塩素系）
z その他

05 クリーニング洗浄用溶剤 a ドライクリーニング溶剤
《洗濯業での用途》 b 染み抜き剤、ドライクリーニング溶剤抽出剤

z その他
06 その他の洗浄用溶剤 a フォトレジスト現像用溶剤、レジスト剥離用溶剤

[#04,05を除く] z その他
07 工業用溶剤 a 合成反応用溶剤

b 紡糸用溶剤、製膜用溶剤
c 抽出溶剤、精製溶剤
d 希釈溶剤

[#02-06の溶剤を除く] z その他
08 エアゾール用溶剤 a エアゾール噴射剤、希釈剤

z その他
09 その他の溶剤 z その他の溶剤

　溶　剤　以　外
10 化学プロセス調節剤 a 触媒、触媒担体

b イオン交換樹脂､イオン交換膜、分離膜、隔膜、濾過補助剤（脱蝋助剤等）
c 乳化剤、分散剤
d 重合調節（停止）剤、重合禁止剤、安定剤
e 光学分割剤
z その他

11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） a 着色剤（染料、顔料、色素、色材）
b 蛍光増白剤
c 発色剤、発色助剤

[#12,13,15,16,25,26,29を除く] z その他
12 水系洗浄剤1 a 石鹸、洗剤（界面活性剤）

《工業用途》 b 無機アルカリ、有機アルカリ、無機酸、有機酸、漂白剤
c ビルダー（キレート剤、再付着防止剤等）、添加（補助）剤（消泡剤等）
d 防錆剤

[#25,26を除く] z その他
13 水系洗浄剤2 a 石鹸、洗剤、ウインドウォシャー液（界面活性剤）

《家庭用・業務用の用途》 b 柔軟剤（界面活性剤）
c 無機アルカリ、有機アルカリ、無機酸、有機酸、漂白剤

d
ビルダー（キレート剤、再付着防止剤等）、添加（補助）剤（酵素、蛍光増白剤、
紫外線吸収剤等）

z その他
14 ワックス（床用、自動車用、皮革用等） a ワックス

b 乳化剤、分散剤
z その他

15 塗料、コーティング剤 a 塗料用樹脂、コーティング剤用樹脂
[プライマーを含む] b 着色剤（染料、顔料、光輝剤）

c 熱・光硬化塗料のモノマー・オリゴマー、バインダー成分
d 架橋剤、硬化剤、増感剤、重合開始剤、光酸発生剤、光塩基発生剤
e 可塑剤、充填剤
f 安定化剤（酸化防止剤等）
g 皮張り防止剤、増粘剤、消泡剤、ブロッキング防止剤、平滑剤、導電性改良剤
h 乳化剤、分散剤、濡れ剤、浸透剤、表面調整剤、造膜助剤
i 腐食防止剤、防錆剤、防腐剤、防かび剤、抗菌剤
j 乾燥促進剤、湿潤剤、難燃剤、撥水剤
z その他

16 a インキ用樹脂、トナー用樹脂
b 着色剤（染料、顔料、色素）、感熱色素、感圧色素、蛍光増白剤、顕色剤
c 紫外線・電子線硬化インキのモノマー・オリゴマー、増感剤、重合開始剤
d 可塑剤、充填剤
e 安定化剤（酸化防止剤等）
f 皮張り防止剤、増粘剤、消泡剤、ブロッキング防止剤
g 乳化剤、分散剤、濡れ剤、浸透剤、造膜助剤
h 電荷制御剤、流動性付与剤、研磨性付与剤、滑り性付与剤
i 乾燥促進剤、湿潤剤
z その他

17 船底塗料用防汚剤、漁網用防汚剤 a 防汚剤用樹脂[添加剤も含む]
b 船底塗料用防汚剤
c 漁網用防汚剤
z その他

用途
番号
(#)

詳細
用途
番号

塗料用・ワニス用・コーティング剤用・印刷インキ用・複写
用・殺生物剤用溶剤

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

網掛け部分は、化審法上の高分子化合物に該当するもののみ選択可能な詳細用途分類
経済産業省製造産業局

化学物質管理課化学物質安全室



化学物質用途分類表 資料－１

　　　　　　　　　　　

用途分類 詳細用途分類
用途
番号
(#)

詳細
用途
番号

18
殺生物剤1
[成形品に含まれ出荷されるもの]

a
殺菌剤、殺虫剤、防腐剤、防かび剤、抗菌剤（細菌増殖抑制剤、木材の防腐
剤、防蟻剤）

b 展着剤、乳化剤
z その他

19 a 不快害虫用殺虫剤（害虫駆除剤、昆虫誘引剤、共力剤）
b ガス滅菌剤、薫蒸剤、燻煙剤
c 殺菌剤、消毒剤、防腐剤、抗菌剤
d 展着剤、乳化剤
z その他

20 a 不快害虫用殺虫剤（害虫駆除剤、昆虫誘引剤、共力剤）
b 繊維用・紙用防虫剤
c シロアリ駆除剤、防蟻剤
d 殺菌剤、消毒剤、防腐剤、防かび剤、抗菌剤、除菌剤
e 非農耕地用除草剤
f 展着剤、乳化剤
z その他

21 火薬類 a 火薬、爆薬、火工品[#21-ｂを除く]、煙火
[煙火を含む] b 自動車安全部品用ガス発生剤

z その他
22 芳香剤、消臭剤 a 香料（洗浄剤用）[#22-ｂ,cを除く]

b 芳香剤
c 消臭剤
d 乳化剤、分散剤
z その他

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 a 接着剤用樹脂、粘着剤用樹脂、シーリング材用樹脂

b
バインダー成分（モノマー、プレポリマー、硬化剤、硬化促進剤、開始剤、カップ
リング剤）

c 可塑剤、充填剤
d 安定化剤（老化防止剤等）
e 皮張り防止剤、増粘剤、消泡剤、ブロッキング防止剤、平滑剤
f 表面調整剤、分散剤
g 防腐剤、防かび剤、抗菌剤
h 難燃剤、導電剤
z その他

24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 a 感光性・感電子性樹脂（フォトレジスト、印刷版等）
b 感光性・感電子性樹脂のモノマー・オリゴマー
c 感光剤、電子写真感光体、光重合開始剤、光酸発生剤、光塩基発生剤
d 色素形成カプラー（カラー写真用）
e 乳化剤、分散剤
f 定着剤、安定化剤
g 硬化剤、増感剤、減感剤、架橋密度向上剤、重合開始剤、レジスト添加剤
h 現像剤、水溶性処理薬品、レジスト剥離剤
z その他

25 合成繊維、繊維処理剤 a 成形品基材 (合成繊維、不織布)
[不織布処理を含む] b 着色剤（染料、顔料）、蛍光増白剤

c 集束剤
d 防炎剤、難燃剤
e 含浸補強剤、染料固着剤（フィックス剤）
f 帯電防止剤、親水加工剤
g 柔軟仕上げ剤
h 形態安定加工剤
i 撥水剤、撥油剤、防水加工剤、防汚加工剤
j 抗菌剤、変色防止剤、紫外線吸収剤
k 紡糸・紡績・織編油剤、紡糸・紡績・織編油助剤
l 洗浄剤、精練洗浄剤（ソーピング剤）、潤滑剤
m キレート剤
n 漂白剤、抜染剤
o 均染剤、浸透剤、促染剤（染色助剤）、媒染剤　、捺染用糊剤
p 乳化剤、分散剤、消泡剤
q マーセル化助剤
ｒ 糊抜き剤
z その他

26 紙・パルプ薬品 a 着色剤（染料、顔料）、蛍光増白剤
b サイズ剤、定着剤、填料
c コーティング剤
d 防炎剤、難燃剤、帯電防止剤
e 紙力増強剤、歩留向上剤、定着剤（フィックス剤）、防錆剤
f 撥水剤、撥油剤、防水加工剤
g 嵩高剤、柔軟剤
h 蒸解薬液、ｐＨ調節剤
i スライムコントロール剤（防腐剤）、ピッチコントロール剤
j 漂白剤、漂白浴安定剤
k 乳化剤、分散剤、消泡剤、脱墨剤、洗浄剤
z その他

殺生物剤3
《家庭用・業務用の用途》

殺生物剤2
[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

網掛け部分は、化審法上の高分子化合物に該当するもののみ選択可能な詳細用途分類
経済産業省製造産業局

化学物質管理課化学物質安全室



化学物質用途分類表 資料－１

　　　　　　　　　　　

用途分類 詳細用途分類
用途
番号
(#)

詳細
用途
番号

27 プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工助剤 a 成形品基材 (プラスチック、合成皮革､合成紙､発泡体）
b  高吸水性材料
c 可塑剤、分散剤
d 安定化剤（酸化防止剤等）
e 充填剤、希釈剤、ポリマー分解促進剤
f 結晶核剤
g 内部滑剤、内部離型剤
h 防曇剤、流滴剤
i 難燃剤、帯電防止剤、波長変換剤
j 外部滑剤、外部離型剤
k 発泡剤、ラジカル発生剤
l 注型用・注型発泡用材料（モノマー、プレポリマー等）
m 硬化剤、架橋剤（ＦＲＰ用モノマー等）、架橋助剤、増感剤、重合開始剤
n 硬化促進剤

[#15,16,23,25,28を除く] ｙ その他の添加剤（改質剤等）
[着色剤は#11] z その他

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 a 成形品基材(エラストマー（合成ゴム））
b 加硫促進剤、加硫促進剤助剤（加硫活性剤）
c 加硫剤、架橋剤、架橋助剤
d 可塑剤、補強材（接着促進剤等）、充填剤
e 安定化剤（老化防止剤等）
f スコーチ防止剤、素練促進剤、内部滑剤、内部離型剤
g ラテックス凝固剤、乳化剤、分散剤、沈降防止剤
h 難燃剤、帯電防止剤
ｉ 外部滑剤、外部離型剤
j 発泡剤
k ゴム再生剤（脱硫剤等）
ｙ その他の添加剤（改質剤等）

[着色剤は#11] z その他
29 皮革処理剤 a なめし剤

b
仕上げ加工薬剤（漂白剤、着色剤、着色助剤、撥水剤、撥油剤、油剤、脱脂剤、
加脂剤等）

c 準備工程（なめし前）薬剤（脱脂剤、脱灰剤等）
z その他

30 ガラス、ほうろう、セメント a ガラス原料
b ガラス添加剤（強化剤、集束剤、防曇剤、紫外線カット剤等）
c ガラス加工助剤（離型剤、ｐＨ調節剤等）
d ほうろう原料
e ほうろう添加剤（絵付け用転写剤、フリット配合薬剤等）
f ほうろう加工助剤（中和剤、ニッケル処理剤等）
g セメント原料
h セメント添加剤（混合材、膨張剤、固化剤等）

[着色剤は#11] z その他
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス a 陶磁器原料、耐火物原料、ファインセラミックス原料

b 陶磁器添加剤、耐火物添加剤、ファインセラミックス添加剤（焼結助剤等）
c 成形助剤（バインダー、増粘剤、可塑剤、潤滑剤、分散剤等）
d 滑剤、離型剤

[着色剤は#11、電子用ファインセラミックスは#38] z その他
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 a 研削砥石原料、研磨剤原料、摩擦材原料、固体潤滑剤原料

b
研削砥石・研磨剤・摩擦材・固体潤滑剤添加剤（バインダー、増粘剤、研磨助
剤、分散剤、摩擦調整剤、潤滑剤等）

c 滑剤、離型剤
[着色剤は#11] z その他

33 金属製造加工用資材 a 金属用添加剤（接種剤等）
b 加工助剤（フラックス等）
c 鋳造用粘結剤、鋳造用硬化剤、鋳造用添加剤
d 鋳造用離型剤、鋳造用塗型剤
z その他

34 表面処理剤 a めっき薬剤（皮膜成分原料）
b めっき浴添加剤（光沢付与剤、煙霧防止剤、無電解めっきの還元剤等）
c 化成処理薬剤
d 真空めっき（蒸着等）薬剤、溶射処理薬剤
e 表面硬化処理（浸炭、窒化等）薬剤
f 表面フッ素化処理薬剤、表面シリル化処理薬剤
g エッチング処理薬剤、スパッタリング処理薬剤、ブラスト処理薬剤

［#4-6,12-15,17,25-27,30-32,38,44を除く］ z その他
35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 a 溶接フラックス

b ろう接フラックス（酸化防止剤等）
c 溶接用ガス、溶断用ガス
z その他

36 a 作動油の基油、潤滑油剤の基油
b 絶縁油の基油
c プロセス油の基油
d グリース増ちょう剤
e 作動油添加剤、潤滑油剤添加剤
f 絶縁油添加剤
g プロセス油添加剤

[#37を除く] z その他

［金属及び合金の原料は#1、着色剤は#11、表面処理は
#34、溶接・ろう接は#35、金属加工油は#37］

［めっき前処理剤・後処理剤の脱脂・洗浄薬剤は#04金属洗
浄剤、#12の水系洗浄剤１］

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、軸受
油、圧縮機油、グリース等）

網掛け部分は、化審法上の高分子化合物に該当するもののみ選択可能な詳細用途分類
経済産業省製造産業局

化学物質管理課化学物質安全室



化学物質用途分類表 資料－１

　　　　　　　　　　　

用途分類 詳細用途分類
用途
番号
(#)

詳細
用途
番号

37 a 水溶性金属加工油の基油
b 不水溶性金属加工油の基油、防錆油の基油
c 水溶性金属加工油添加剤
d 不水溶性金属加工油添加剤、防錆油添加剤
z その他

38 電気・電子材料 a 磁性材料[#38-fを除く]、導電材料、超電導材料、蛍光体材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む] b 半導体材料、有機半導体材料、液晶材料

c 誘電体材料、抵抗体材料、固体電解質材料、電解液材料、セパレータ材料
d 光導波路材料(光ファイバを含む）、光学フイルム材料、電子機器用光材料
e 封止材、絶縁材料、シールド材料
f 電子記憶媒体材料（磁性材料、光吸収色素等）

[絶縁油は#36] z その他
39 電池材料（一次電池、二次電池） a 電解質材料、電解液材料、絶縁材料、セパレータ材料

b 電極材料（活物質、集電体、導電剤、バインダー等）、減極剤
z その他

40 水処理剤 a 腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防スケール剤、防藻剤
b 金属イオン捕捉剤、金属イオン封鎖剤、硬水軟化剤
c イオン交換体（有機及び無機イオン交換体）､分離膜
d 酸化剤、還元剤、ｐＨ調節剤
e 消泡剤、凝集剤、濾過助剤、脱水助剤、イオン交換樹脂再生剤
z その他

41 乾燥剤、吸着剤 a 乾燥剤、脱水剤
b 吸着剤（脱臭剤、脱硝剤、ガス吸着剤等）
c 吸収剤（脱酸素剤等）
z その他

42 熱媒体 a 冷媒、冷却剤
b 熱媒、加熱剤
z その他

43 不凍液 a 不凍液（ＬＬＣ等）
b 防錆剤、防食剤
z その他

44 建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸剤等） a 表面硬化剤
b コンクリート混和剤（強化剤、減水剤）
c 離型剤、消泡剤
d 木材補強含浸剤、木質板添加剤
e 防汚剤[#17-b,cを除く]、防水剤、撥水剤
z その他

45 a 凍結防止剤（融雪剤等）
b 土壌改良剤、地盤改良剤
c 消火剤
d 人工降雨剤
e 油処理剤
f 粉塵結合剤、粉塵防止剤、煤塵処理剤
z その他

46 分離・精製プロセス剤 a 浮選剤（捕収剤、起ほう剤、条件剤）、金属浸出剤
《鉱業、金属製造業での用途》 b 凝集剤、分散剤、金属捕捉剤

[抽出・精製溶剤は#07] z その他
47 燃料、燃料添加剤 a 燃料

b
燃料添加剤（清浄分散剤、酸化防止剤、粘度指数調整剤、摩擦低減剤、防錆剤
等）

c 燃焼改良剤（燃焼促進剤、セタン価向上剤、アンチノック剤等）
d 氷結防止剤、着臭剤
z その他

　上記以外
98 その他の原料、その他の添加剤 z その他の原料、その他の添加剤
99 輸出用 a 輸出用

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油等）、防
錆油

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良剤、消火
剤等）

網掛け部分は、化審法上の高分子化合物に該当するもののみ選択可能な詳細用途分類
経済産業省製造産業局

化学物質管理課化学物質安全室



用途分類　解説資料 資料２
平成27年6月

用途
番号
(#)

用　途　分　類
詳細
用途
番号

詳　細　用　途　分　類 定義、説明

中　間　物 　
01 中間物 中間物は、出荷先で化学反応の原料として用いられる薬剤で、使用量のほぼ全量が化学反応を起こし、得られる化合物の分子構造上の構成要素となるもの。合

成原料、重合原料(モノマー、前駆重合体)、重合開始剤等が該当する。また、金属元素（例えばクロム）を製造し、出荷するために使用する金属塩(クロム酸）等も
中間物に該当する。
ただし、以下①～④の場合、中間物に該当しない。
①「得られる化合物」の分子構造上の構成要素とならない酸化剤や還元剤、ラジカル重合、イオン重合及び重縮合反応の重合停止（禁止）剤として用いられるフェ
ノール誘導体、酸、塩基、モノカルボン酸及びモノアルコールは、#10-dに該当する。
②生成物との混合物として出荷される未反応原料については、中間物としては扱わず、当該混合物の用途を#02以降から選択する。
③塗料、印刷インキ、接着剤、フォトレジスト、プラスチック成形及び合成ゴム等で使用される架橋剤や硬化剤、光酸・塩基発生剤、発泡剤、加硫促進剤、めっき等
の表面処理剤及び電気・電子用途に使用される封止剤などのように、化学反応を起こさせることにより得られるものが製品又はその一部となっていたり、その化
学反応の及ぶところが局限されている場合は、中間物としては扱わず、#10以降のそれぞれ該当する用途番号を選択する。
④鋳造鋳型用の粘結剤（結合材）や水処理剤として使用される防食剤（脱酸素剤）のように、化学反応を起こしているが、その生成物が廃棄物となり分離使用され
ることがない場合も中間物とせず、#10以降の該当する用途番号を選択する。

a 合成原料、重合原料、前駆重
合体

合成原料、重合原料は、合成反応、重合反応の原料として用いられる薬剤。
前駆重合体は、それ自体が化審法上の高分子化合物に該当するものであって、さらに出荷先で合成反応又は重合反応の原料として用いられるもの。

b 重合開始剤 重合開始剤は、化学反応や熱・光などの外部エネルギーによって分解し、重合の起点となるラジカルやイオン等を発生するものの総称。ただし、反応の前後で同
じ物質のままで他の化合物の反応に寄与するものは「触媒」である。この場合は、#10-aを選択する。

ｚ その他

溶　剤
溶剤は、他の物質を溶かし込ませる液体及び超臨界流体。なお、分散系（エマルシオン、サスペンジョン）の液体の分散媒も合わせて溶剤と呼ぶ。
化審法で高分子化合物に該当する薬剤は溶剤とせず、#10以降の該当する用途を選択する。

02 塗料用・ワニス用・コーティング剤用・印刷インキ用・複写用・殺生物剤に用いられる溶剤。

a 塗料用溶剤、塗料希釈剤 塗料は、塗膜になる成分（固形分で、顔料や樹脂、添加剤など）、補助する成分（樹脂を溶解、分散させたりする成分）及び塗装作業を適切に行う希釈成分などか
らなる(#15を参照)。塗料用溶剤は、その中の補助する成分として使用される溶剤。
塗料希釈剤は、希釈成分として使用される溶剤でシンナーとも呼ばれている。
塗料用溶剤、塗料希釈剤は、樹脂に対する溶解性から次の３つに分類される。
①真溶剤：樹脂を溶解させることが出来る溶解性を持つもの。
②希釈剤：これ自体に樹脂の溶解性はないが、真溶剤などと使うことで溶液となり、安定した希釈状態になるもの。
③助溶剤：特定の樹脂を溶解する際に、これ自体に溶解性はないが、真溶剤と希釈剤の混合溶剤に助溶剤が入ると溶解の効果や揮発性が向上する。

b 塗料剥離剤 塗料剥離剤は、塗膜を剥がすために用いられる溶剤でリムーバーとも呼ばれている。
c ワニス用溶剤 ワニスとは、顔料を含まない透明な塗料の総称で、ワニス用溶剤は、ワニスを溶解又は希釈するために用いられる溶剤。
d コーティング剤用溶剤、レジ

スト塗布用溶剤
コーティング剤用溶剤、レジスト塗布用溶剤は、コーティング剤（#15参照）、レジスト（#24を参照）を塗布する際に用いられる溶剤。

e 印刷インキ用溶剤、電子デバ
イス用溶剤、インキ溶剤、イ
ンキ洗浄剤

印刷インキ用溶剤は、印刷インキ（#16を参照）に使用される溶剤。なお、複写用溶剤もここに該当する。
電子デバイス用溶剤は、トランジスタ、ダイオード、メモリーデバイス等のデバイス製造プロセスに使用され、デバイスには含有されない溶剤。ただし、デバイスに
含有されて電気・電子機能又は電池機能にかかわる溶剤は#38又は#39を選択する。
インキ溶剤は、インキに使用される溶剤で、速乾性インキ溶剤、水性インキ溶剤及びオイル系インキ溶剤がある。
インキ洗浄剤は、インキを除去するために用いられる溶剤で、インキ用洗浄溶剤及びUVインキ用洗浄溶剤などがある。インキ洗油（いんきあらいゆ）と呼ばれるこ
ともある。
なお、印刷インキを用いない電子写真、感圧・感熱複写、ジアゾ式複写などで用いられる複写薬剤用溶剤（#16を参照）はここに該当する。

f 殺生物剤用溶剤 殺生物剤用溶剤は、殺生物剤（#18～20を参照）に使用される溶剤。ただし、船底塗料用の溶剤は、#02-aを選択する。
z その他

03 接着剤用・粘着剤用・シーリング材に用いられる溶剤。

a 接着剤用溶剤、粘着剤用溶 接着剤用溶剤、粘着剤用溶剤は、それぞれ接着剤、粘着剤（#23を参照）を溶解又は希釈するために用いられる溶剤。
b 接着剤剥離用溶剤、糊剥離

用溶剤
接着剤剥離用溶剤、糊剥離用溶剤は、それぞれ固着した接着剤、糊を溶かして剥離させるために用いられる溶剤。

c 接着用溶剤 接着用溶剤は、溶剤接着の際に用いられる溶剤のことで、溶剤接着とは溶剤に溶解したり膨潤したりするプラスチックやゴムに適用される接着方法のこと。

d シーリング材用溶剤 シーリング材用溶剤は、シーリング材（#23を参照）に使用される溶剤。

z その他

塗料用・ワニス用・コー
ティング剤用・印刷インキ
用・複写用・殺生物剤用
溶剤

接着剤用・粘着剤用・
シーリング材用溶剤
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詳　細　用　途　分　類 定義、説明

04 金属洗浄用溶剤 工業用洗浄剤のうち、非水系及び準水系の金属洗浄用溶剤が該当する。ただし、水系洗浄剤は、#12又は#13を選択する。

a 金属洗浄用溶剤（塩素系） 金属洗浄用溶剤（塩素系）は、電気・電子部品や金属・機械部品、精密部品等の洗浄に使用される非水系の塩素系溶剤。

z その他 金属洗浄用溶剤のうち、非水系及び準水系の非塩素系溶剤が該当する。

05 クリーニング洗浄用溶剤 工業用洗浄剤のうち、非水系及び準水系洗浄剤で、洗濯業において衣料を洗浄する際に用いられる溶剤が該当する。ただし、水系洗浄剤は、#12を選択する。

《洗濯業での用途》
a ドライクリーニング溶剤 ドライクリーニング溶剤は、衣料を洗濯するために用いられる溶剤。

b 染み抜き剤、ドライクリーニン
グ溶剤抽出剤

染み抜き剤は、織物などに付着した染みを取り除くために用いられる溶剤。
ドライクリーニング溶剤抽出剤は、衣類に染み付いた沸点が高い溶剤が熱乾燥により取り除けない場合に、衣類に残留している溶剤を溶解・抽出させ、衣類を乾
燥させるために用いられる溶剤。

z その他

06 その他の洗浄用溶剤 上記#04、#05以外の非水系及び準水系の工業用洗浄剤が該当する。化学工業や印刷業の他にプラスチック工業、繊維工業、窯業、電気・電子工業等で用いら
れる洗浄用溶剤が該当する。

a フォトレジスト現像用溶剤、レ
ジスト剥離用溶剤

フォトレジスト現像用溶剤は、光や電子線照射による架橋、分解、重合などにより溶剤への溶解性が変化して耐食性画像を形成させた後、画像形成のために可
溶性部分を溶かす際に用いられる溶剤。
レジスト剥離用溶剤は、リソグラフィー工程の一部で使用され、感光性物質（レジスト）を塗布した物質の表面にパターン状に露光した後、余分なレジストを除去す
るために用いられる溶剤。なお、レジスト剥離後に用いられる洗浄用溶剤（リンス溶剤等）もここに含まれる。

[#04,05を除く] z その他

07 工業用溶剤 上記（#02～06）以外で、主に工・鉱業で用いられる溶剤が該当する。

a 合成反応用溶剤 合成反応用溶剤は、合成反応に使用される溶剤で、反応溶媒と呼ばれることもある。

b 紡糸用溶剤、製膜用溶剤 紡糸用溶剤、製膜用溶剤は、高分子物質を紡糸又は製膜する際に高分子物質を溶解して均一な溶液を得るために用いられる溶剤。

c 抽出溶剤、精製溶剤 化学的分離・精製操作に用いられる溶剤が該当する。このような溶剤は抽出溶剤、精製溶剤、吸収溶剤、晶析溶剤および共沸蒸留溶剤などと呼ばれる。
抽出溶剤は、液体又は固体の原料を溶剤と接触させ、原料中に含まれている溶剤に可溶な成分を不溶又は難溶な成分から選択的に分離する溶剤。ただし、抽
出溶剤に加えて用いられる添加剤（錯イオン形成剤や酸・アルカリなど）は、#10-z又は#46-aを選択する。
吸収溶剤（吸収溶媒）とは、気体の原料を溶剤と接触させ、原料中に含まれている溶剤に可溶な成分を不溶又は難溶な成分から選択的に分離する溶剤。吸収に
は化学吸収と物理吸収があり、例えば、モノエタノールアミンで炭酸ガスや硫化水素などの酸性ガスを吸収することは化学吸収といい、パーフルオロカーボンで酸
素を吸収することは物理吸収という。ただし、溶剤に加えて用いられる酸やアルカリなどの吸収剤（例えば、SOｘをCaCO3溶液で吸収して石膏として回収する場合）
は、#41-ｃを選択する。
晶析溶剤とは、溶液中の成分の濃度を過飽和にすることによって、その成分を結晶化させる操作（晶析）に用いられる溶剤。
共沸蒸留溶剤として用いられる第三共沸成分（水ーエタノール系に対するベンゼン等）もここに該当する。

d 希釈溶剤 希釈溶剤は、それ自体の溶解性は大きくないが、真溶媒と混合して用いられることで均一な希釈溶液になるもの。

[#02-06の溶剤を除く] z その他

08 エアゾール用溶剤 エアゾールとは、気体中に固体又は液体の微粒子が分散浮遊しているコロイド状態をいう。エアゾール溶剤は、そのエアゾールを作る際に用いられる溶剤。

a エアゾール噴射剤、希釈剤 エアゾール噴射剤は、密閉容器に充填した液体や粉体を噴射ノズルから霧状（コロイド状）に噴射させるためのガス又はガスを発生させる薬剤で、炭化水素、ハ
ロゲン化炭化水素、エーテル、炭酸ガスなどの液化ガスがある。なお、充填される液体や粉体の例としては、塗料、インキ、芳香剤、洗浄剤、防錆潤滑剤、消火剤
等がある。
希釈剤は、容器内に充填する液体や粉体を希釈や分散させるために用いられる溶剤又は薬剤。

z その他

09 その他の溶剤 z その他の溶剤 上記#02～08に含まれないすべての溶剤はここに該当する。
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　　　溶　剤　以　外

10 化学プロセス調節剤 化学プロセス調節剤は、触媒、イオン交換膜、重合調節（停止）剤、乳化剤及び分散剤など化学反応の制御等のために用いられる薬剤の総称。ただし、吸着剤
は、#41を選択する。

a 触媒、触媒担体 触媒は、小量使用して化学反応の速度を増し、かつ理論上は反応の終わりにも化学的に不変のまま残留する物質。
触媒担体は、少量の触媒の活性を大きくするために用いられる支持体、希釈剤などが該当する。

b イオン交換樹脂､イオン交換
膜、分離膜、隔膜、濾過補助
剤（脱蝋助剤等）

イオン交換樹脂は、イオン交換能を持つ有機高分子化合物で、陽イオンを交換する陽イオン交換樹脂と陰イオンを交換する陰イオン交換樹脂の総称。
イオン交換膜は、正又は負の電荷を持つ電荷膜で、多数のイオン交換基を備えた多孔性の合成膜。正と負の膜を組み合わせて電気透析に用いて効率よく電解
質を除去するもの。
分離膜は、分離技術のうち膜を用いて物質を分離する膜分離プロセスに使用される膜。膜表面に開いた穴の孔径や膜に対する物質の溶解度差等を利用して、液
体や気体の中に含まれている粒子の除去や、溶液又は溶液中に溶け込んでいる物質のろ過、濃縮、精製など、様々な分離操作を行うもの。
隔膜は、陽極部分と陰極部分を分離する多孔性又は透過性の膜。
濾過補助剤は、濾材の目づまり等を防ぎ、濾過性能を増加させるために用いられる薬剤。なお、脱蝋とは、圧粉体に含まれる結合剤、ワックスその他の潤滑剤を
溶剤溶出又は加熱によって除去することで、脱蝋助剤はその除去を容易にするために用いられる薬剤。
ただし、水処理で使われる濾過助剤は、#40-eを選択する。

c 乳化剤、分散剤 乳化剤は、二相間の表面張力を減ずることによって不完全混合の二液又は固体と液体の分散を促進しかつ持続する界面活性剤 。
分散剤は、微粒子を液中に分散させて安定な懸濁液をつくるために用いられる薬剤で、界面活性剤の代表的な用途の一つである 。
製造プロセス（乳化重合、分散重合等）に用いられる乳化剤、分散剤がここに該当する。

d 重合調節（停止）剤、重合禁
止剤、安定剤

重合調節（停止）剤は、ラジカル重合、イオン重合及び重縮合反応等において重合度を調節したり又は重合反応を停止したりするために用いられる薬剤。ラジカ
ル重合時のフェノール誘導体、イオン重合時の酸、塩基及び重縮合時のモノカルボン酸やモノアルコール等が該当する。
重合禁止剤は、光や熱の影響によって重合反応を起こしやすい物質に添加して、その反応を阻害する薬剤。
安定剤は、貯蔵や輸送の際に重合や分解を防止するために添加される薬剤。防止剤、保存剤とも呼ばれる。
その他に、合成反応において、官能基の反応性や選択性等を高めるために使用される官能基修飾剤（例えばアセチル化剤、シリル化剤、アルカリ化剤等）もここ
に含まれる。

e 光学分割剤 光学分割剤は、光学異性体の混合物（ラセミ体）をそれぞれの異性体に分離するために用いられる薬剤。

z その他

11 着色剤（染料、顔料、色
素、色材）

着色するための染料、顔料、色素及び色材及びこれらが用いられるときに使用する助剤や添加剤が該当する。ただし、水系洗浄剤（#12, #13）、塗料（#15）、印刷
インキ（#16）、繊維処理剤（#25）、紙・パルプ薬品（#26）及び皮革処理剤（#29）として用いられる着色剤は除く。

a 着色剤（染料、顔料、色素、
色材）

染料は、溶媒に溶解し染着可能な染剤の総称。なお、媒染剤等の助剤も含まれる。
顔料は、水や溶剤に溶けない無彩又は有彩の粉末状の薬剤。着色、補強、増量などの目的で用いられる。
色素は、有色化合物をいい、色材は、着色材料で染料や顔料の総称。
なお、ガラス、陶磁器・ファインセラミックス、セメント及び木材などの着色にあたって、被着色材料の成分等と反応して着色する無機発色剤（例えば、銅、鉛、コバ
ルト、鉄、クロム、マンガン等の金属化合物等）もここに該当する。

b 蛍光増白剤 蛍光増白剤は、近紫外部の光を吸収し、紫青又は青の蛍光を発し白く感じさせる染料。

c 発色剤、発色助剤 発色剤は、化学反応、吸着、吸収などの結果、反応物質や生成物質に特有の色を現させるもので、ここには有機発色剤・発色助剤が該当する。例えば、プラス
チック（フィルム等）用の感熱・感圧発色剤がある。ただし、無機発色剤は、#11-aを選択する。
発色助剤は、発色性能を高めたり、安定させる薬剤で、例えば、ロイコ染料を発色させる顕色剤などがある。
ただし、印刷インキ（感圧・感熱）用及び写真用の発色剤、発色剤助剤は、＃16-b及び#24-dを選択する。

z その他
[#12,13,15,16,25,26,29を

除く]
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12 水系洗浄剤1
《工業用途》

水系洗浄剤の基本成分は、界面活性剤、ビルダー、添加（補助）剤、防錆剤などから構成される。化学的性状から分類すると、酸性洗浄剤、中性洗浄剤、アルカリ
洗浄剤に分けられる。
《工業用途》とは、電気・電子部品や金属・機械部品、精密部品等を洗浄する際や、反応装置等を洗浄する際など工業的な生産活動に伴って消費される場合が該
当する。ただし、繊維処理剤、紙・パルプ薬品で用いられる水系洗浄剤は、それぞれ該当する用途番号（#25、#26）を選択する。

a 石鹸、洗剤（界面活性剤） ここでいう石鹸、洗剤は、製品を指すのではなく、その主成分である界面活性剤を指す。界面活性剤は、水に不溶の液体を乳化したり、粉末・固体を水中に分散さ
せたり、繊維や金属の表面の汚れを洗浄したりする作用がある一群の化合物。

b 無機アルカリ、有機アルカリ、
無機酸、有機酸、漂白剤

無機アルカリ、有機アルカリは、溶液をアルカリ性に保つことにより、アルカリの化学的作用を主体として汚れや油脂、たんぱく質を取りやすいようにするもの。
無機酸、有機酸は、溶液を酸性に保つことにより酸性の化学的作用を主体として汚れや金属類を溶解する性質があり、それらを取り除きやすいようにするもの。
漂白剤は、着色不純物を分解除去して白色度を増させるもの。酸化漂白剤と還元漂白剤があり、酸化漂白剤は更に塩素系漂白剤と酸素系漂白剤に分けられ
る。

c ビルダー（キレート剤、再付着
防止剤等）、添加（補助）剤
（消泡剤等）

ビルダーは、洗浄剤に添加してその洗浄作用を向上させるために用いられる薬剤。
キレート剤は、金属イオンに配位して、環状構造を持つキレート化合物を形成する薬剤。
再付着防止剤は、洗浄によって落ちた汚れが再び対象物に付かないようにするために用いられる薬剤。
添加（補助）剤は、界面活性剤の働きを助けたり、洗浄剤の利便性等を向上させるために添加される薬剤で、着色剤もここに含まれる。
消泡剤は、破泡剤や抑泡剤の総称。
着色剤（#11-aを参照）は、洗浄剤の洗浄力を低下させないように低い割合で配合し、洗浄剤を目視できるようにするために用いられる薬剤。

d 防錆剤 防錆剤（腐食抑制剤）は、腐食速度を遅くする目的で添加するもので、物理的あるいは化学的作用によって金属表面に吸着し、又は化学反応によって防食皮膜を
形成し金属と腐食液の接触を遮断する薬剤。

[#25,26を除く] z その他

13 水系洗浄剤2
《家庭用・業務用の用途》

《家庭用・業務用の用途》とは、最終的に家庭などで衣類の汚れや住まいの汚れを洗浄するために一般消費者個人によって消費される場合や、業務用としてオ
フィスビル、公園の清掃など工業的な生産活動に直接関係なく消費される場合が該当する。
ただし、食品衛生法に規定する「洗浄剤（洗浄剤であつて野菜若しくは果実又は飲食器の洗浄用に供されるもの）」及び薬事法に規定する「医薬品」、「医薬部外
品」、「化粧品」に該当する水系洗浄剤は、化審法の適用除外であるため製造数量等の届出は必要ない。

a 石鹸、洗剤、ウインドウォ
シャー液（界面活性剤）

石鹸、洗剤（界面活性剤）は、#12-aを参照。
ウィンドウォシャー液は、ウインドガラスを洗浄し、ガラス表面に均一な撥水膜が形成され、雨水等をはじき、ウインド面の視界を良好にする薬剤。

b 柔軟剤（界面活性剤） 柔軟剤は、織物などの感触をよくするために用いられる薬剤。柔軟剤に使われている陽イオン界面活性剤は、洗剤に使われる陰イオン界面活性剤と違い洗浄効
果はないが、柔軟仕上げ効果、帯電防止効果がある。

c 無機アルカリ、有機アルカリ、
無機酸、有機酸、漂白剤

#12-bを参照。

d ビルダー（キレート剤、再付着
防止剤等）、添加（補助）剤
（酵素、蛍光増白剤、紫外線
吸収剤等）

ビルダーは、#12-cを参照。
添加（補助）剤は、#12-cと同様で界面活性剤の働きを助けたり、洗浄剤の利便性等を向上させるために添加される薬剤で、酵素、蛍光増白剤、紫外線吸収剤の
他に消泡剤、着色剤等が該当する。
酵素は、選択的な触媒作用を持つ蛋白質などの高分子物質で、多くは単体で作用するが、複合体を形成して触媒作用を行う場合もある。（なお、酵素については
化審法の届出が必要ない場合もある）
蛍光増白剤は、#11-bを参照。
紫外線吸収剤は、紫外線を吸収することによって、日光及び他の光源中の紫外線成分で起こる劣化を抑制する薬剤。
消泡剤は、#12-cを参照。
着色剤は、#12-cを参照。

z その他

14 ワックス（床用、自動車
用、皮革用等）

ここでの用途では、溶剤抽出のように化学物質を用いる場合や化学合成によって作られる床用ワックス（フロアーポリッシュ）、自動車用ワックス、皮革用ワックス
などが該当する。また、これらを用いるときに使用する助剤や添加剤も含まれる。

a ワックス ワックスは、表面に皮膜を形成して保護するために用いられる有機化合物を意味しており、樹脂系、蝋系の両方が該当する。

b 乳化剤、分散剤 #10-cを参照。

z その他
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15 塗料、コーティング剤
[プライマーを含む]

塗料は、一般に液状で溶剤の揮発・乾燥によって固化・密着し、表面に塗膜を形成して保護するもの、あるいは粘度が低く材料の内部に浸透し、材料そのものの
劣化を防ぎ着色するもの等がある。塗料の主成分としては、塗膜形成成分（樹脂、セルロース、乾性油等） 、添加剤(平滑剤、可塑剤、増粘剤、乳化剤、燥剤等)及
び着色剤などがある。ただし、溶剤は、#02を選択する。

a 塗料用樹脂、コーティング剤
用樹脂

塗料用樹脂、コーティング剤用樹脂は、塗料又はコーティング剤の基本材料として用いられる薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。

b 着色剤（染料、顔料、光輝剤） 着色剤は、#11-aを参照。
なお、光輝剤は、塗料やコーティング剤に、透明感や高彩度のある光輝感を持たせるために用いられる薬剤。

c 熱・光硬化塗料のモノマー・
オリゴマー、バインダー成分

熱・光硬化塗料のモノマー・オリゴマーは、熱、光（紫外線）あるいは電子線等のエネルギーを与えることで反応が進み、塗料やコーティング剤を硬化させるために
用いられる薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当しないもの。高分子化合物に該当するものは、#15-aを選択する。
バインダー成分は、塗料やコーティング剤の塗膜強度を向上させるために用いられる薬剤で、顔料と結合（bind）し、膜を形成するビヒクルの不揮発性部分となる
もの。なお、酸化重合して塗膜成分となるオレイン酸や亜麻仁油等の乾性油もここに含まれる。

d 架橋剤、硬化剤、増感剤、重
合開始剤、光酸発生剤、光塩
基発生剤

架橋剤は、重合体の主鎖間に分子間共有結合又はイオン結合を促進し、又は調整するために用いられる薬剤。
硬化剤は、架橋反応に加わることによって樹脂等の硬化反応を促進し、又は調節するために用いられる薬剤。
増感剤は、塗料およびコーティング剤の硬化性を向上させるために用いられる薬剤。
重合開始剤は、#01-bを参照。
光酸発生剤は、光を吸収する発色団と分解後に酸となる酸前駆体により構成され、特定波長の光照射により酸が発生する薬剤で、光硬化型樹脂の感光剤として
用いられる。
光塩基発生剤は、光酸発生剤と同様のメカニズムで、特定波長の光照射により塩基が発生する薬剤で、光硬化型樹脂の感光剤として用いられる。金属材料の腐
食を引き起こさないという特長がある。

e 可塑剤、充填剤 可塑剤は、塗面に伸び・タフネス・柔軟性を与えて塗膜の性能を向上させる目的で、塗料を作るときに加える薬剤。塗膜形成要素と相容性のある不揮発性又は難
揮発性の液体又は固体の薬剤。
充填剤は、作業性、耐久性などの性質を改質もしくは改善させるために添加する化学的に不活性な薬剤。

f 安定化剤（酸化防止剤等） 安定化剤は、以下の薬剤の総称。
酸化防止剤は、酸化による塗膜の老化を防ぐために用いられる薬剤。
耐熱安定剤とは、熱加工中の物理エネルギーにより物性の劣化や変色を抑える薬剤。
紫外線吸収剤は、#13-dを参照。
光安定剤とは、ラジカル捕捉作用があり、光成分で起こる物性の劣化を抑制する薬剤。主なものとしてヒンダードアミン系光安定剤がある。
沈降防止剤とは、塗料などの沈澱を防止するために用いられる薬剤。
ゲル化防止剤とは、反応が進行して増粘（ゲル化）するのを防止するために用いられる薬剤。

g 皮張り防止剤、増粘剤、消泡
剤、ブロッキング防止剤、平
滑剤、導電性改良剤

皮張り防止剤は、塗料が容器の中で空気との接触面に皮を作る性質を取り除くもしくは防止するために添加する薬剤。
増粘剤は、液状重合系の粘度を増加させる薬剤。
消泡剤は、破泡剤や抑泡剤の総称。発泡を抑えることを目的とし、泡膜の表面を部分的に不均衡な状態にし、泡を不安定化させる薬剤。
ブロッキング防止剤は、製造や貯蔵、使用のときにくっつき合うのを防止するための薬剤。
平滑剤は、塗布した後に、塗料が流動して平らで滑らかな塗膜を形成するようにする薬剤。
導電性改良剤は、塗料等に電荷に付与するために用いられる薬剤。
なお、自動車補修用塗料などで塗膜表面を研磨する際の作業性を向上させるために、塗膜に微粒子を含有させる研磨性付与剤もここに含まれる。

h 乳化剤、分散剤、濡れ剤、浸
透剤、表面調整剤、造膜助剤

乳化剤、分散剤は、#10-cを参照。
濡れ剤は、塗料などを使用したときに固体表面の上に広がる能力を向上させる薬剤。
浸透剤は、塗料などが固体組織内部に入りやすくするための薬剤。
表面調整剤は、より均一で微細な皮膜を形成させるために用いられる薬剤。
造膜助剤は、樹脂塗料等が、水分が蒸発し塗膜を形成する過程で必要な薬剤。

i 腐食防止剤、防錆剤、防腐
剤、防かび剤、抗菌剤

腐食防止剤は、塗膜表面に保護膜を形成し、腐食性物質に侵されるのを防止するために用いられる薬剤。
防錆剤は、塗布してさびの発生を抑える薬剤。
防腐剤は、材料の菌害を防止するために用いられる薬剤。
防かび剤は、真菌類、細菌類及び放線菌類などの作用により材料の変質や劣化を防ぐために用いられる薬剤。
抗菌剤は、細菌の増殖を抑制したり、死滅させる効果を持つ薬剤。

j 乾燥促進剤、湿潤剤、難燃
剤、撥水剤

乾燥促進剤は、酸化重合反応による乾燥を促進させる目的で使用する薬剤。
湿潤剤は、対象物の表面での湿潤作用を促進させる薬剤。
難燃剤は、材料の燃焼を抑え、弱め若しくは遅らせるために使用する薬剤。
撥水剤は、対象物表面に水をはじく性質を与える薬剤。

z その他
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16 印刷インキ、複写用薬剤
（トナー等）
[筆記用具、レジストイン
キ用を含む]

印刷インキは、大別して顔料とワニス（ビヒクル）を主剤とし、これに若干の添加物（補助剤）を加えた３つの要素から成る。なお、プリント回路基板等のスクリーン
印刷等に用いられるレジストインキも含まれる（写真現像型も含まれるものとする）。
複写用薬剤は、上記のような印刷インキを用いない電子写真、感圧・感熱複写、ジアゾ式複写などで用いられる薬剤。
なお、印刷のインキに相当する主たる薬剤として、電子写真ではトナーとキャリアからなる現像剤、感圧・感熱複写では感熱色素および感圧色素と顕色剤、ジアゾ
式複写ではジアゾ化合物が用いられる。
ただし、溶剤は、#02を選択する。

a インキ用樹脂、トナー用樹脂 印刷インキ、トナー等の基本材料として使用される薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。
なお、トナーとは帯電性を持った樹脂粒子に黒鉛・顔料等の色粒子を付着させた微粒子。

b 着色剤（染料、顔料、色素）、
感熱色素、感圧色素、蛍光増
白剤、顕色剤

着色剤（染料、顔料、色素）は、#11-aを参照。
感圧色素は、酸化還元に伴って色調が変化する色素で、圧力によって顕色剤と反応して発色するロイコ染料（発色剤）。
感熱色素は、酸化還元に伴って色調が変化する色素で、熱によって顕色剤と反応して発色するロイコ染料（発色剤）。
顕色剤は、ロイコ染料（電子供与性前駆体，発色剤）を発色させるための電子受容性化合物の総称。
蛍光増白剤は、近紫外部の光を吸収し、紫青又は青の蛍光を発する薬剤で、白色インキに応用される。また、蛍光インキに使用される蛍光剤（蛍光色素）もここに
該当する。

c 紫外線・電子線硬化インキの
モノマー・オリゴマー、増感
剤、重合開始剤

紫外線硬化インキのモノマー・オリゴマーは、紫外線の照射により、瞬間的に硬化し皮膜を形成させるために用いられる薬剤で、紫外線硬化型の印刷インキおよ
びレジストインキのビヒクルの構成成分。
電子線硬化インキのモノマー・オリゴマーは、電子線の照射により、瞬間的に硬化し皮膜を形成させるために用いられる薬剤。
増感剤は、照射されたエネルギーを吸収し重合開始剤等への電子移動又はエネルギー移動により反応を開始させるために用いられる薬剤で、光重合開始剤と
組み合わせて用いられる。
なお、空気中の酸素と反応して硬化し被膜を形成する乾性油などのインキ用加工油（半乾性油、不乾性油も含まれる）もここに該当する。ただし、インキ用鉱油
（マシン油、スピンドル油等）は、#36-aを選択する。

d 可塑剤、充填剤 #15-eを参照。

e 安定化剤（酸化防止剤等） #15-fを参照。

f 皮張り防止剤、増粘剤、消泡
剤、ブロッキング防止剤

#15-gを参照。

g 乳化剤、分散剤、濡れ剤、浸
透剤、造膜助剤

乳化剤、分散剤は、#10-cを参照。
濡れ剤、浸透剤及び造膜助剤は、#15-hを参照。

h 電荷制御剤、流動性付与剤、
研磨性付与剤、滑り性付与
剤

電荷制御剤は、キャリアとの接触・摩擦によって帯電するトナーの極性と帯電量を制御するために添加する薬剤。
流動性付与剤は、インキやトナー等の粘度を下げて流動性を付与する薬剤。
研磨性付与剤は、感光ドラムのクリーニングのために使用される薬剤。
滑り性付与剤は、感光ドラムの表面上又は表面層中に用いられて滑り性を維持してクリーニング性能を向上させる薬剤。

i 乾燥促進剤、湿潤剤 #15-jを参照。

z その他

17 船底や魚網の表面に有害な生物が付着するのを防ぐために用いられる殺生物剤（#18を参照）。

a 防汚剤用樹脂[添加剤も含
む]

防汚剤用樹脂は、表面に有害な生物が付着するのを防ぐ防汚剤の塗膜成分。主として船底塗料や漁網の塗膜として用いられ、セルプラ、ふじつぼ、海藻、群体な
どの付着防止や汚れ止め等の性質を持つ。なお、ここでは樹脂のほか添加剤も含まれる。

b 船底塗料用防汚剤 船底塗料用防汚剤は、船舶等に塗膜され、海洋生物を長期間付着させない性質と均一な自己研磨性を持つ薬剤。

c 漁網用防汚剤 漁網防汚剤は、漁業や水産養殖業で定置網や養殖場で用いられる網に塗布され、#17-bと同様の性質を持つ薬剤。染色のようにタンク中で網を薬剤につけ込ん
だ後、溶剤を蒸発させて塗布する。

z その他

船底塗料用防汚剤、漁
網用防汚剤
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18 殺生物剤1
[成形品に含まれ出荷さ
れるもの]

殺生物剤は、有害生物の働きを無害化するために用いられる農業用(農薬)以外の薬剤すべてが該当する。抗菌剤、消毒剤、防腐剤、防汚剤など幅広い用途の
薬剤が対象となり、添加剤や助剤も含まれる。ただし、#18～20においては、薬事法の適用対象である衛生害虫用の殺虫剤や殺菌・消毒剤に関係する用途は除
外する。成形品には、木材・木製品、プラスチック製品、ガラス製品、陶磁器製品などが該当する。
ただし、これらの薬剤が塗料、船底塗料用・漁網用防汚剤、接着剤、合成繊維又は金属加工油の添加剤として用いられる場合は、それぞれ該当する用途番号
（#15, #17, #23, #25又は#37）を選択する。

a 殺菌剤、殺虫剤、防腐剤、防
かび剤、抗菌剤（細菌増殖抑
制剤、木材の防腐剤、防蟻
剤）

殺菌剤は、バクテリア、かびなどの菌類の繁殖を防止し、死滅させる薬剤。
殺虫剤は、有害な害虫（昆虫を含む動物）を殺す（駆除する）ために用いられる薬剤。
防腐剤は、微生物の侵入・発育・増殖を防止して、腐敗・発酵が起こらないようにする「静菌作用」を目的として使われる薬剤。殺菌作用はないので、持続的に働く
ことが求められる。
防かび剤は、かび（真菌類や放線菌類等）の繁殖を防止する働きのある薬剤。
抗菌剤は、細菌の増殖を抑制する働きのある薬剤。
木材の防腐及び防蟻剤は、木材の腐朽、虫害などの生物劣化を防止するために用いられる薬剤。木材保存剤ともいう。ただし、木材保存剤のうち、木材防火剤
は、#44-dを選択する。

b 展着剤、乳化剤 展着剤は、植物の茎、葉や病害虫に化学物質を均一に付着させ、その効果を十分に発揮させるために乳剤、水和剤又は液剤の希釈液に添加する補助薬剤。
乳化剤は、#10-cを参照。

z その他

19 殺生物剤は、#18を参照。
≪工業用途≫とは、工業製品を殺菌、滅菌等をする際や、反応装置等を殺菌、滅菌等をする際など工業的な生産活動に伴って消費される場合が該当する。ただ
し、成形品を抗菌するなどの目的に用いる殺生物剤は、#18を選択する。

a 不快害虫用殺虫剤（害虫駆
除剤、昆虫誘引剤、共力剤）

病気を媒介する可能性のある虫のことを「衛生害虫」といい、蚊、ハエ、ゴキブリ、ノミ、ダニ類などを指す。衛生害虫以外の害虫で、生活の中で人を不快にさせる
虫のことを「不快害虫」という。その範囲は広くクロアリ、ハチ、ブユ、ユスリカ、ケムシ、ムカデ、クモなどがその対象となる。ただし、不快害虫用殺虫剤の中でも、
衣類の害虫用は、#20-b、木材の害虫用は、#18-a又は#20-cをそれぞれ選択する。
害虫駆除剤は、人間などにとって有害な作用をもたらす虫などを駆除する薬剤。主に殺虫剤、殺菌剤がある。
誘引剤は、害虫を誘引する物質を化学的に合成したもの。
共力剤は、それ自体は殺虫力が全く無いか又は小さいが、殺虫剤と混合して用いた場合、その殺虫力を強める働きをする薬剤。

b ガス滅菌剤、薫蒸剤、燻煙剤 ガス滅菌剤は、加熱によって変形しやすい物品などにガスを用いて殺菌するために用いられる薬剤。
くん煙剤は、倉庫、サイロ、船舶内等で化学物質の有効成分を加熱、煙霧化して使用する薬剤。

c 殺菌剤、消毒剤、防腐剤、抗
菌剤

殺菌剤は、菌を殺すことを目的とした薬剤で、殺す対象や程度を含まないため、一割の菌を殺して九割が残っている状態でも「殺菌した」ということは可能である。
なお、滅菌（あるいは消毒）したという場合は、その後の微生物の混入や増殖がない限り、あるレベル以下の微生物しか存在しない（あるいは食べても発病しな
い）ことを示す。
消毒剤は、対象物の病原性のある微生物やウイルスを、それを使用しても害のない程度まで減らす薬剤。なお、消毒の手段として殺菌が行われることもあるが、
殺菌せずに病原性を消失させることにより消毒が達成されることもある。
防腐剤、抗菌剤は、#18-aを参照。ただし、紙・パルプ薬品として用いられるスライムコントロール剤は、#26-iを、水処理剤として用いられる防藻剤やスライム防止
剤は、#40-aをそれぞれ選択する。

d 展着剤、乳化剤 展着剤は、#18-bを参照。
乳化剤は、#10-cを参照。

z その他

20 殺生物剤3
《家庭用・業務用の用途》

殺生物剤は、#18を参照。
《家庭用・業務用の用途》とは、最終的に家庭などで害虫を駆除・防除するために一般消費者個人によって消費される場合や、業務用としてオフィスビル、公園の
清掃など工業的な生産活動に直接関係なく消費される場合が該当する。

a 不快害虫用殺虫剤（害虫駆
除剤、昆虫誘引剤、共力剤）

#19-aを参照。

b 繊維用・紙用防虫剤 繊維製品や紙製品に有害な作用をもたらす虫などを駆除するために用いられる薬剤。

c シロアリ駆除剤、防蟻剤 シロアリ駆除剤、防蟻剤は、薬品の塗布など、住宅の土台や構造材にシロアリなどの被害を防ぐために用いられる薬剤。その処置は、一般に「防蟻処理」あるい
は「防蟻対策」などと呼ばれる。アリを駆除する殺虫剤(駆除剤)のほかに、アリを寄せ付けない忌避剤もある。

d 殺菌剤、消毒剤、防腐剤、防
かび剤、抗菌剤、除菌剤

殺菌剤、消毒剤、防腐剤、防かび剤、抗菌剤は、#18-a及び#19-cを参照。
除菌剤は、対象物から洗浄等によって微生物を排除する薬剤。なお、「殺菌」や「消毒」の効果を有することもある。

e 非農耕地用除草剤 非農耕地用除草剤は、公園、庭園、駐車場、道路、運動場、宅地などで用いられる除草剤。

殺生物剤2
[工程内使用で成形品に
含まれないもの]
《工業用途》
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f 展着剤、乳化剤 展着剤は、#18-bを参照。
乳化剤は、#10-cを参照。

z その他
21 火薬類は、利用価値のある爆発物で火薬、爆薬及び火工品に分けられる。火薬類の製造、販売、貯蔵、運搬、消費、その他の取扱いは火薬類取締法で規制され

ている。

a 火薬、爆薬、火工品[#21-ｂを
除く]、煙火

火薬は、火薬類のうち燃焼反応を利用するもので爆薬に対する用語。広く火薬類の同義語として用いられることもある。
爆薬は、火薬類のうち爆轟反応を利用するもので火薬に対する用語。
火工品は、火薬又は爆薬を使用目的に応じて加工したもの。
煙火は、火薬の燃焼、爆発などに際して発生する光、音又は煙の現象を利用し、鑑賞、娯楽、信号、救難、模擬、試験などの目的に使用するように作られた火工
品。

b 自動車安全部品用ガス発生
剤

自動車安全部品用ガス発生剤は、エアバッグやシートベルトプリテンショナーを膨張させるインフレータに使用するガス発生薬剤。

z その他
22 芳香剤、消臭剤 芳香剤、消臭剤は、香気を製品又は空間に付与するために用いられる薬剤と臭気を除去・緩和するために用いられる薬剤の総称。

ただし、吸着による消臭・脱臭は#41を、燃料に用いられる着臭剤は#47を選択する。

a 香料（洗浄剤用）[#22-ｂ,cを
除く]

香料は、香気を有する薬剤のことで、ここでは、水系洗浄剤（#12又は#13）に香気を付与するために用いられる香料のみが該当する。その他プラスチックやゴム製
品等の香気付けに用いられる香料は、#22-zを選択する。なお、酵素処理を経た天然香料は化審法上の化学物質に該当するが、化粧品など薬事法対象の香料、
フレーバーと呼ばれる食品香料など食品衛生法対象の香料は、化審法の適用除外であるため製造数量等の届出は必要ない。

b 芳香剤 芳香剤は、室内、自動車内、トイレ等の空間に芳香を付与するために用いられる薬剤。
c 消臭剤 消臭剤は、臭気を化学的作用又は感覚的作用等で除去又は緩和する薬剤。
d 乳化剤、分散剤 #10-cを参照。
z その他 水系洗浄剤（#12又は#13）以外で用いられる香料や他の物質を添加して臭気の発生や発散を防ぐために用いられる防臭剤等が該当する。

23 接着剤、粘着剤、シーリ
ング材

接着剤は、物体の間に介在することによって物体を結合することができる薬剤。
粘着剤は、常温で粘着性を有し軽い圧力で被着材に接着する薬剤。
シーリング材は、構造体の目地、間隙部分に充填して防水性、気密性などの機能を発揮させる材料で施行時には粘着性のある不定形材料の総称。ただし、接着
剤、粘着剤、シーリング材に使用する溶剤は、#03を選択する。

a 接着剤用樹脂、粘着剤用樹
脂、シーリング材用樹脂

接着剤、粘着剤、シーリング材の基本材料として使用される薬剤のうち、化審法上の高分子化合物に該当するもの。

b バインダー成分（モノマー、プ
レポリマー、硬化剤、硬化促
進剤、開始剤、カップリング
剤）

バインダー成分は、接着剤、粘着剤、シーリング材を構成する成分で、接着、粘着及びシーリングの強さを発揮する主要成分。
ここには、モノマー、プレポリマーの主剤の他に、主剤と反応して硬化を促進又は調整する硬化剤、少量添加して硬化反応を増大させる硬化促進剤、熱又は光な
どのエネルギーにより硬化反応を開始させる開始剤、接着剤、粘着剤及びシーリング材と部材との境界面において一層強い結合を促進又は達成するカップリン
グ剤等の添加物も含まれる。

c 可塑剤、充填剤 可塑剤は、接着剤等に配合してガラス転移点や融点を低下させ、可とう性を付与するために用いられる薬剤。
充填剤は、接着剤等の作業性、耐久性、接着強さのどの性質を改良するために添加される薬剤。

d 安定化剤（老化防止剤等） 安定化剤は、接着剤、粘着剤、シーリング材の熱、光、紫外線及び空気中の酸素などによる劣化現象を防止し、それらの安定度を増するために添加される薬剤。
ここには、老化防止剤、酸化防止剤、耐熱安定剤、紫外線吸収剤、光安定剤等が該当する（#15-fを参照）。

e 皮張り防止剤、増粘剤、消泡
剤、ブロッキング防止剤、平
滑剤

皮張り防止剤は、塗料、接着剤等が容器の中で空気との接触面に皮を張るのを防ぐために用いられる添加剤。
増粘剤は、接着剤等に分散又は溶解させて粘度及びちょう度を調節するために配合する薬剤。
消泡剤は、破泡剤、抑泡剤の総称で、特殊な界面活性剤又はシリコーン油が使われる。
ブロッキング防止剤は、製造、貯蔵又は使用の際にくっつき合うのを防止するために配合又は塗布する薬剤。
平滑剤は、接着部の表面に、はけ目・ゆず膚・うねりなどのような微視的な高低を小さく（平滑化）するために配合される薬剤。

f 表面調整剤、分散剤 表面調整剤は、接着剤、シーラント等の下地への濡れ性を向上させ、良好な接着性、シール性を得るために配合される薬剤。
分散剤は、#10-cを参照。

g 防腐剤、防かび剤、抗菌剤 防腐剤は、接着剤等の腐敗による劣化を防止するために用いられる薬剤。
防かび剤は、真菌、細菌や放線菌などの作用により材料の変質や劣化を防ぐために用いられる薬剤。
抗菌剤は、細菌の増殖を抑制するために用いられる薬剤。

h 難燃剤、導電剤 難燃剤は、接着剤等の燃焼を抑え、弱め若しくは遅らせるための添加剤又は処理剤。
導電剤は、接着剤等に分散させ導電性を付与するために用いられる薬剤。

z その他

火薬類
[煙火を含む]
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24 フォトレジスト材料、写真
材料、印刷版材料

フォトレジストとは、半導体の微細加工などに利用される感光性でかつ耐食性の薬剤。露光すると感光部が溶剤に可溶になるポジ形と不溶性となるネガ形とがあ
る。感光性物質が溶剤によって取り去られて露出した下地面の部分に選択的なエッチングや不純物の拡散を行うことができる。
写真とは、光、放射線、粒子線などのエネルギーを用いて感光物質上に視覚的に識別でき、かつ、ある期間持続性のある記録された画像のこと。
印刷版とは、画像部と非画像部からなり画像部だけに選択的に印刷インキを受理させ、これを紙などの上に転移させて印刷画像を形成するための媒体。

a 感光性・感電子性樹脂（フォト
レジスト、印刷版等）

感光性・感電子性樹脂は、光又は電子線照射によりフォトレジストのように架橋反応や重合反応が起きて分子の構造が変わり、その結果として物性的な変化が
生じる薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。

b 感光性・感電子性樹脂のモノ
マー・オリゴマー

感光性・感電子性樹脂のモノマー・オリゴマーは、光又は電子線照射により架橋反応や重合反応を起こし物性的な変化が生じる薬剤で、化審法上の高分子化合
物に該当しないもの。

c 感光剤、電子写真感光体、光
重合開始剤、光酸発生剤、光
塩基発生剤

感光剤は、写真乾板・フィルム・印画紙の表面に塗布して感光膜層を作る写真乳剤に用いられる感光性の薬剤（臭化銀など）。
電子写真感光体は、電気現象を利用して可視画像を作る写真方式において、画像を静電潜像として記録するために用いられる薬剤。
光重合開始剤は、光を照射することによってフリーラジカルなどを発生させ重合反応を開始させる薬剤。
光酸発生剤、光塩基発生剤は、#15-dを参照。

d 色素形成カプラー（カラー写
真用）

色素形成カプラーは、カラー写真においてハロゲン化銀の感光性を引き金とした現像主剤とカップリング反応を起こし発色色素を生成させるために用いられる薬
剤。イエロー、マゼンタ及びシアンの３種類のカプラーがある。

e 乳化剤、分散剤 乳化剤、分散剤は、#10-cを参照。
f 定着剤、安定化剤 定着剤は、現像により生じた可視像を固定化するために用いられる薬剤。

安定化剤は、現像時に残留ハロゲン化銀やジアゾ二ウム塩等の感光性を除去して、現像した画像を安定化するために用いられる薬剤。

g 硬化剤、増感剤、減感剤、架
橋密度向上剤、重合開始剤、
レジスト添加剤

硬化剤は、#15-dを参照。
増感剤は、照射されたエネルギーを吸収し重合開始剤等への電子移動又はエネルギー移動により反応を開始させるために用いられる薬剤。
減感剤は、エネルギー増感反応を弱める（調節する）ために用いられる薬剤。
架橋密度向上剤は、重合物の単位体積又は単位質量あたりの架橋数を増加させるために用いられる薬剤。
重合開始剤は、ここでは光以外の熱、電子線等のエネルギーにより硬化反応を開始させるために用いられる薬剤。
レジスト添加剤は、レジストの均一塗布性、エッチング耐性あるいは作業性の向上などのために添加される薬剤。

h 現像剤、水溶性処理薬品、レ
ジスト剥離剤

現像剤は、現像のために用いられる消耗品（トナー、キャリヤ、現像液、スタート現像剤、補充現像剤など）の総称。
水溶性処理薬剤は、現像工程で使用する水溶性の薬剤で、蛍光漂白剤等も該当する。
レジスト剥離剤は、リソグラフィー工程の一部で使用され、感光性の物質（レジスト）を塗布した物質をパターン状に露光した後、余分なレジストを除去するために
溶剤に溶解して用いられる薬剤。
ただし、フォトレジストで用いられる非水系及び準水系の溶剤は、#06-aを選択する。

z その他
25 合成繊維、繊維処理剤

[不織布処理を含む]
合成繊維は、合成高分子化合物から造られる繊維のことで、繊維製品は紡糸（紡績）、撚糸、織編、染色及び縫製の各工程を経て製造される。
①紡糸（紡績）とは、低分子化合物（モノマー）を多数結合（重合）させた合成高分子を液体にして紡糸口金（ノズル）から押し出し繊維にすることで、紡糸方法には
溶融紡糸、乾式紡糸、湿式紡糸、ゲル紡糸及び液晶紡糸等がある。②撚糸とは、長繊維糸（フィラメント糸）や紡績糸（スパン糸）に撚（よ）りをかけること。③織編
とは、糸を縦と横に組み合わせ一定の規則によって交錯し平面上に仕上げる製織／編目を経方向又は緯方向に連続して布を形成する製編のこと。④染色とは、
繊維材料に化学的・物理的加工を施して色や模様、機能性や感性を付与し全体の商品価値を高めることで、染色加工には準備、染色（浸染・捺染）、仕上の各工
程がある。⑤縫製とは、１枚又は複数枚の布を針と糸でかがったり、縫い合わせて製品を作ることで、糸と針を用いられること以外に接着、溶着などの方法もあ
る。
繊維処理剤は、各種繊維製品の加工・処理工程で用いられる薬剤のことで、天然繊維に用いられる加工・処理薬剤も該当する。

a 成形品基材 (合成繊維、不織 成形品基材は、ここでは合成繊維又は不織布の成形品の基本材料として使用される薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。
b 着色剤（染料、顔料）、蛍光増

白剤
着色剤は、繊維を染める色素で、染料は分子内に必ず芳香環を持つ有機化合物で溶剤に可溶、顔料に比較して耐熱性、耐候性、耐溶剤性に劣り、移行しやす
い。又顔料は色彩を持ち、水その他の溶剤に不溶の微粉末状の薬剤でチタン白、ベンガラ・クロムイエローなどの無機顔料とレーキ顔料などの有機顔料がある。
蛍光増白剤は、近紫外部の光を吸収し紫青又は青の蛍光を発し、繊維を白く感じさせる染料。

c 集束剤 集束剤は、繊維の紡糸工程でフィラメントを集束してストランドにするとき、結束性を与えて次工程の作業性を高めるために用いられる薬剤、ヤーン系及びロービ
ング系の集束剤がある。

d 防炎剤、難燃剤 防炎剤は、材料が燃え広がるのを防ぐための添加又は処理薬剤。
難燃剤は、#23-hを参照。

e 含浸補強剤、染料固着剤
（フィックス剤）

含浸補強剤は、繊維に含浸させ機械的強度を増加させるために用いられる薬剤。
染料固着剤は、染料、媒染剤などを繊維に固定するのに用いられる薬剤。

f 帯電防止剤、親水加工剤 帯電防止剤は、電荷の蓄積を防止する目的で材料に少量添加又はその表面に塗布して用いられる薬剤。
親水加工剤は、ここでは疎水性の繊維に親水性を付与するために用いられる薬剤。
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g 柔軟仕上げ剤 柔軟仕上げ剤は、織物などの感触を柔らかく仕上げるために用いられる薬剤。
h 形態安定加工剤 形態安定加工剤は、セルロース、セルロース／ポリエステル混紡などの織物、縫製品において、洗濯後の防しわ性、防縮性等の形態安定性を付与するために用

いられる薬剤。

i 撥水剤、撥油剤、防水加工
剤、防汚加工剤

撥水剤は、繊維などの表面に水をはじく性質を与えるために用いられる薬剤。
撥油剤は、繊維などの表面に油をはじく性質を付与するために用いられる薬剤で、主に有機フッ素化合物が用いられる。
防水加工剤は、織物などに水を通しにくくするための加工の際に使用される薬剤。
防汚加工剤は、繊維品を汚れにくくするか又は汚れを落ちやすくための加工の際に使用される薬剤。

j 抗菌剤、変色防止剤、紫外線
吸収剤

抗菌剤は、繊維の細菌の増殖を抑制する働きのある薬剤。
変色防止剤は、繊維の色の色相・彩度・明度のどれか一つ又は一つ以上が変化することを防ぐために用いられる薬剤。
紫外線吸収剤は、#13-dを参照。

k 紡糸・紡績・織編油剤、紡糸・
紡績・織編油助剤

紡糸・紡績・織編油剤は、紡糸・紡績・織編工程で糸の潤滑性、静電気防止性及び均一延伸性、繊維・織物の金属との摩擦低減性、静電気防止性を与えるため
に用いられる薬剤。
紡糸・紡績・織編油助剤は、紡糸・紡績・織編油剤の機能を高めるために添加される助剤。

l 洗浄剤、精練洗浄剤（ソーピ
ング剤）、潤滑剤

洗浄剤は、ここでは繊維及び製造機械、装置等の清浄のために用いられる水系洗浄剤に配合される薬剤。
精練洗浄剤は、繊維及び繊維製品に付着している天然不純物、加工剤、汚れなどを取り除いて、清浄な状態にするために用いられる薬剤。
潤滑剤は、ここでは機織りの際に繊維の滑りを良くするために用いられる薬剤。無色で粘度の低いスピンドル油のようなものが使用される。

m キレート剤 キレート剤は、キレート結合によって金属イオンを封鎖し、金属イオンの活性を抑制するために用いられる薬剤。
n 漂白剤、抜染剤 漂白剤は、酸化又は還元反応によって有色物を漂白するために用いられる薬剤。

抜染剤は、あらかじめ地染めされた糸、布に捺染のりを印捺して、その部分の地色を脱色するために用いられる薬剤。

o 均染剤、浸透剤、促染剤（染
色助剤）、媒染剤　、捺染用
糊剤

均染剤は、繊維を均一に染色するために用いられる薬剤。
浸透剤は、染料や薬剤等の浸透性を助長し染色ムラの防止や作業性の向上の他、綿などにシルケット加工（絹様光沢加工）と呼ばれるアルカリ処理をする際の
アルカリの浸透性を高めるために用いられる薬剤。
促染剤は、染色の際、染着を促進するために用いられる染色助剤のことで、酢酸、蟻酸等が該当する。
媒染剤は、染色を助けるために用いられる薬剤。染料が直接繊維に染着しないとき、あらかじめ繊維に適当な金属化合物の水溶液をしみ込ませておくと、その金
属イオンと染料分子が繊維上で結合して水に溶けない色素に変わり丈夫な染色が得られる。
捺染用糊剤は、染料を布などに直接すり付けて染色する際や型紙を用いて染料をすり込み模様を表す際に、染料に混ぜて使用される糊剤。

p 乳化剤、分散剤、消泡剤 乳化剤、分散剤は、#10-cを参照。
消泡剤は、破泡剤、抑泡剤の総称で、特殊な界面活性剤又はシリコーン油等が用いられる。

q マーセル化助剤 マーセル化助剤は、繊維のマーセル化（絹様の光沢を付与する加工）の際に、濃厚なアルカリ液が繊維に均一に浸透するのを促進するために用いられる薬剤。
ｒ 糊抜き剤 糊抜き剤は、精練、染色の前に織物などに付いているのりを除去するために用いられる薬剤。
z その他

26 紙・パルプ薬品 紙とは、植物繊維その他の繊維をこう着させて製造したものをいい、ここでは素材として合成高分子を用いた合成紙のほか、繊維状無機材料を配合した紙は含ま
ない。
紙薬品は、その紙を製造する際に用いられる薬剤。
パルプとは、木材その他の植物から機械的又は化学的処理によって抽出したセルロース繊維の集合体。
パルプ薬品は、木材その他の植物からパルプを得る際に用いられる薬剤。ただし、感圧紙、感熱紙に用いられる薬剤は、#16を選択する。

a 着色剤（染料、顔料）、蛍光増
白剤

着色剤は、紙を染める色素で、染料は分子内に必ず芳香環を持つ有機化合物で溶剤に可溶、顔料に比較して耐熱性、耐候性、耐溶剤性に劣り、移行しやすい。
又顔料は色彩を持ち、水その他の溶剤に不溶の微粉末状の薬剤でチタン白、ベンガラ・クロムイエローなどの無機顔料とレーキ顔料などの有機顔料がある。
蛍光増白剤は、近紫外部の光を吸収し紫青又は青の蛍光を発し、紙を白く感じさせる染料。

b サイズ剤、定着剤、填料 サイズ剤は、紙への水の吸収、浸透を遅らせたり防止したりしてインクや絵具などの滲みを抑えるために用いられる薬剤で、酸性及び中性サイズ剤がある。
定着剤は、サイズ剤を紙の繊維に固着させるために用いられる薬剤。
填料は、紙の繊維間の隙間を埋め不透明度、白色度、平滑度、インク吸収性及び柔軟性等、印刷適性を向上させるために用いられる薬剤。

c コーティング剤 コーティング剤は、紙器はじめ出版物の表紙などの印刷紙等にコートし、硬化させて皮膜を作ることにより、表面に光沢を与え、より意匠性を高めるとともに、表面
を汚れやすり傷等から保護するために用いられる薬剤。

d 防炎剤、難燃剤、帯電防止剤 防炎剤は、#25-dを参照。
難燃剤は、#23-hを参照。
帯電防止剤は、#25-fを参照。
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e 紙力増強剤、歩留向上剤、定
着剤（フィックス剤）、防錆剤

紙力増強剤は、紙に含浸させて機械的強度を増加させるために用いられる薬剤。
歩留向上剤は、ウェットパートにおけるパルプや填料その他の定着を向上させる薬剤。
固着剤は、染料等を紙の繊維に固着させるために用いられる薬剤。
防錆剤は、金属が腐食環境におかれたときに電気化学作用で発生するさびを防止するために、紙に含浸させて用いられる薬剤。

f 撥水剤、撥油剤、防水加工剤 #25-iを参照。
g 嵩高剤、柔軟剤 嵩高剤は、少ないパルプ量でこれまでと同じ厚さの紙を抄紙できるように添加される薬剤で、省資源化の他、不透明度、白色度、クッション性などの紙物性を向上

させる働きがある。
柔軟剤は、紙・パルプなどを柔らかくするために用いられる薬剤。

h 蒸解薬液、ｐＨ調節剤 蒸解薬液は、紙の原料となる木材チップを高温高圧下で蒸煮し、パルプ繊維を取り出す際に用いられる薬剤。
ｐＨ調節剤は、水、水溶液のｐＨを調節するために用いられる薬剤（酸、アルカリ）。

i スライムコントロール剤（防腐
剤）、ピッチコントロール剤

スライムコントロール剤は、製紙工程において発生する微生物をコントロールすることにより、スライムの形成を防ぎ、品質の劣化防止と安定操業を確保するため
に用いられる薬剤。
ピッチコントロール剤は、製紙工程において、原料の木材に含まれる天然系不純物（ピッチ）や古紙及び損紙由来で混入する接着剤やラテックスなどの合成系不
純物（スティッキー）を低減するために用いられる薬剤。

j 漂白剤、漂白浴安定剤 漂白剤は、酸化又は還元反応によって紙・パルプの有色物を漂白する薬剤。
漂白浴安定剤は、紙・パルプの漂白効果を向上させるために漂白浴に添加して用いられる薬剤。

k 乳化剤、分散剤、消泡剤、脱
墨剤、洗浄剤

乳化剤は、#10-cを参照。
分散剤は、液体微粒子が分散した乳濁液（エマルション）、固体微粒子が分散した懸濁液（サスペンジョン）のような分散液を作るために用いられる薬剤（#10-cを
参照）。
消泡剤は、#15-gを参照。
脱墨剤は、古紙からインキなどの不要成分を除去するために使用される薬剤。
洗浄剤は、ここでは紙・パルプの汚れ等の不要成分の除去又は製造装置の清浄のために用いられる薬剤。

z その他

27 プラスチック、プラスチッ
ク添加剤、プラスチック
加工助剤

プラスチックは、高分子化合物を主原料として人工的に有用に形作った固体で、合成皮革及び合成紙を含むが、繊維、ゴム、塗料、接着剤などは除く。
プラスチック添加剤（ｃ～ｉ及びy）は、プラスチックの機能や生産性、安定性等の特性などを向上させるために添加される薬剤。
プラスチック加工助剤（ｊ～ｎ）は、プラスチックの加工時に、その加工性や作業性を向上させるために用いられる薬剤。
ただし、電気・電子材料として用いられるプラスチック（構造材料以外）は、#38を選択する。

a 成形品基材 (プラスチック、合
成皮革､合成紙､発泡体）

成形品基材は、プラスチック、合成皮革、合成紙又は発泡体成形品の基本材料として使用される薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。

b 高吸水性材料 高吸水性材料は、自重の数百倍以上の水を吸収し、それを保持して含水高分子ゲルとなることができる薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。
c 可塑剤、分散剤 可塑剤は、プラスチックに添加して塑性柔軟性、加工性を改良するために用いられる薬剤。

分散剤は、#10-cを参照。

d 安定化剤（酸化防止剤等） 安定化剤は、熱、光、紫外線及び空気中の酸素などによる劣化現象等を防止し、安定度を増すために添加される薬剤で、酸化防止剤、耐熱安定剤、紫外線吸収
剤、光安定剤、沈降防止剤、ハロゲン化水素捕捉剤及び重金属不活性化剤等が該当する（#15-fを参照）。

e 充填剤、希釈剤、ポリマー分
解促進剤

充填剤は、強さ、耐久性、作業特性又はその他の性能を改質又は増大させるためにプラスチックなどに加える比較的不活性な固体材料。
希釈剤は、基材の濃度や配合比等を調整するために添加される薬剤。
ポリマー分解促進剤は、プラスチックを微生物・光・熱等の関与で環境に悪影響を与えない低分子に分解させるのを促進するために用いられる薬剤。

f 結晶核剤 結晶核剤は、ポリプロピレンやポリエステルなどの結晶性ポリマーに均一で微細な結晶を生成させ、剛性、熱変形温度などの機械的特性の向上や透明性の改善
などの目的で使用される薬剤。

g 内部滑剤、内部離型剤 内部滑剤は、成形品の加工を容易にし又は粘着を防ぐための薬剤で、成形材料にあらかじめ添加して使用するもの。
内部離型剤は、成形品の製造にあたりその離型を容易にするために用いられる薬剤で、成形材料にあらかじめ添加して使用するもの。

h 防曇剤、流滴剤 防曇剤は、高分子フィルムの表面で水蒸気が凝縮して曇るのを防ぐために添加又は塗布して用いられる薬剤。
流滴剤は、プラスチック表面は多くの場合、疎水性のため急激な温度変化により表面に小さな水滴が形成されるが、この水滴を流し、フィルム等の透明性を保持
するために用いられる薬剤。

i 難燃剤、帯電防止剤、波長変
換剤

難燃剤は、#23-hを参照。
帯電防止剤は、#25-fを参照。
波長転換剤は、紫外線や短波長の光を吸収し赤色領域に波長変換し放出することによって、作物の成長促進や生産性を向上させるために農業用グリーンハウ
スのフィルム等に添加される薬剤。
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j 外部滑剤、外部離型剤 外部滑剤は、成形品の加工を容易にし又は粘着を防ぐために用いられる薬剤 で、型わくに塗布若しくは焼き付けて使用するもの。
外部離型剤は、成形品の製造にあたりその離型を容易にするために用いられる薬剤で、型わくに塗布若しくは焼き付けて使用するもの。

k 発泡剤、ラジカル発生剤 発泡剤は、中空又は発泡製品を製造する際に、化学的又は熱の作用によって気体を生成させるために用いられる薬剤。
ラジカル発生剤は、ラジカルを発生させることにより溶融粘度を調整し、加工成形性を向上させるために用いられる薬剤。

l 注型用・注型発泡用材料（モ
ノマー、プレポリマー等）

注型用・注型発泡用材料は、注型品又は注型発泡品を製造する際に用いられる樹脂モノマー・プレポリマー、発泡剤 (#27-kを参照)及び硬化剤（#27-mを参照）等
の材料。

m 硬化剤、架橋剤（ＦＲＰ用モノ
マー等）、架橋助剤、増感
剤、重合開始剤

注型用・注型発泡用以外の用途で用いられる硬化剤、架橋剤、架橋助剤、増感剤及び重合開始剤が該当する。
硬化剤は、その反応に加わることによって樹脂等の硬化反応を促進し、又は調節するために用いられる薬剤。
架橋剤は、重合体の主鎖間に分子間共有結合又はイオン結合を促進し又は調節する薬剤。
架橋助剤は、架橋剤と共に用いられ、架橋速度や成形物の物性をコントロールするために添加する薬剤。
増感剤は、照射されたエネルギーを吸収し重合開始剤等への電子移動又はエネルギー移動により反応を開始させる薬剤。
重合開始剤は、光、紫外線、熱又は電子線等のエネルギーにより反応を起こし、その生成物が重合反応を開始させる機能を持つ薬剤で、ここでは、#27-kのラジ
カル発生剤以外の重合開始剤が該当する。

n 硬化促進剤 硬化促進剤は、硬化反応を促進又は調節するために少量用いられる薬剤。
[#15,16,23,25,28を除く] ｙ その他の添加剤（改質剤等） #27ｃ～ｉ 以外のプラスチック添加剤。

[着色剤は#11] z その他
28 合成ゴム、ゴム用添加

剤、ゴム用加工助剤
合成ゴムは、１種又はそれ以上の種類のモノマーを重合して得られるゴム。
ゴム用添加剤（b～h及びy）は、ゴムの機能や生産性、安定性等の特性を向上させるために添加される薬剤。
ゴム用加工助剤（i～ｋ）は、ゴム加工時に加工性や作業性を改善するために用いられる薬剤。

a 成形品基材(エラストマー（合
成ゴム））

成形品基材は、合成ゴム成形品の基本材料として使用される薬剤で、化審法上の高分子化合物に該当するもの。

b 加硫促進剤、加硫促進剤助
剤（加硫活性剤）

加硫促進剤は、加硫剤と共に少量用いられる配合剤で、加硫速度の増大や加硫物の物性向上のために用いられる薬剤。
加硫促進剤助剤は、加硫促進剤の機能が十分発揮できるように添加する助剤。

c 加硫剤、架橋剤、架橋助剤 加硫剤は、ゴムに架橋を生じさせるため配合する薬剤。
架橋剤は、重合体の主鎖間に多様な分子間共有結合又はイオン結合を促進し又は調節する薬剤。
架橋助剤は、非硫黄加硫系において低濃度で架橋効果を増大したり、特性を変化させたりするために用いられる薬剤。

d 可塑剤、補強材（接着促進剤
等）、充填剤

可塑剤は、特に低温時にゴム又はゴム製品に柔軟性を与えるために用いられる薬剤。ただし、加硫の際に生ゴム分子と架橋させて内部可塑化剤として用いられ
る薬剤のうち、化審法上の高分子化合物に該当するもの（例えば液体ポリイソプレン等）は#28-aを、プロセス油として用いられる鉱油は#36-ｃを選択する。
補強材は、材料の機械的強度を増加させるために用いられる薬剤又は材料で、ここでは合成ゴムの機械的強度を増強するために添加されるものが該当する。
充填剤は、物性の向上又は経済的な目的で、ゴムに比較的大量に加える固形の配合剤。

e 安定化剤（老化防止剤等） 安定化剤は、熱、光、紫外線及び空気中の酸素などによる劣化現象等を防止し、安定度を増すために添加される薬剤で、合成ゴムに用いられる老化防止剤、耐
熱安定剤、光安定剤、紫外線吸収剤、オゾン劣化防止剤及び屈曲・亀裂防止剤等が該当する（#15-fを参照）。

f スコーチ防止剤、素練促進
剤、内部滑剤、内部離型剤

スコーチ防止剤は、作業中や保管中に熱のため未加硫ゴムの加硫が一部進行することを防止する薬剤。
素練促進剤は、機械的剪断力及び空気中の酸素の作用、ときにはペプサイダーや熱の効果を加え、原料ゴム又は配合ゴムの分子量の不可逆的低下を促進す
るために用いられる薬剤。ただし、プロセス（加工）油及びエキステンダ（伸展）油は、#36-cを選択する。
内部滑剤、内部離型剤は、#27-gを参照。

g ラテックス凝固剤、乳化剤、
分散剤、沈降防止剤

ラテックス凝固剤は、ラテックス中に分散している粒子を不可逆的に凝集、凝固させ、重合体の連続相と漿液の分散相に分離するために用いられる薬剤。
乳化剤、分散剤は、#10-cを参照。
沈降防止剤は、液体中の粒子が重力又は遠心力の作用により沈降していくのを防ぐために用いられる薬剤。

h 難燃剤、帯電防止剤 難燃剤は、#23-hを参照。
帯電防止剤は、#25-fを参照。

ｉ 外部滑剤、外部離型剤 #27-jを参照。
j 発泡剤 #27-kを参照。
k ゴム再生剤（脱硫剤等） ゴム再生剤は、架橋ゴムの再生を容易にするために脱硫等の際に添加される薬剤。
ｙ その他の添加剤（改質剤等） #28-ｂ～h 以外のゴム用添加剤。

[着色剤は#11] z その他
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29 皮革処理剤 皮革とは、動物の皮膚をそのまま剥ぎ取り製品とした皮と動物の皮膚の毛を除去しなめしを加えた革のことで、皮革処理剤は、皮革が固くなったり、腐敗したりす
るのを防ぎ、皮革の柔らかさや肌触りの良さ、耐久性、可塑性を付与するために用いられる薬剤。

a なめし剤 なめし剤は、皮が腐敗しないように皮のコラーゲン繊維、組織を固定、安定化させ、革としての基本的特性を付与するために用いられる薬剤。

b 仕上げ加工薬剤（漂白剤、着
色剤、着色助剤、撥水剤、撥
油剤、油剤、脱脂剤、加脂剤
等）

仕上げ加工薬剤は、なめし後の漂白、加脂、革漉き、染色・レタン等の仕上げ加工工程で使用される薬剤。

c 準備工程（なめし前）薬剤（脱
脂剤、脱灰剤等）

準備工程薬剤は、なめし前の脱毛、石灰漬け（脱脂）、フレッシング、脱灰・酵解等の準備工程で使用される薬剤。

z その他

30 ガラス、ほうろう、セメント ガラスは、高温で溶融状態にあったものが急速に冷却されて結晶化せずに固化したもの又はその状態。無定形状態の一つで立体的な網目構造をとる。ただし、
電気・電子材料用途のガラスは、#38を選択する。
ほうろうは、金属表面に強固にガラス層（膜）を被覆した複合材料。
セメントは、水と反応して硬化する鉱物質の微粉末、大別するとポルトランドセメント、混合セメント及び特殊セメントに分けられる。
ただし、ガラス、ほうろう及びセメントの原料及び添加剤のうち、天然物から化学反応を起こさせることなく化合物を得た場合は、製造数量等の届出対象外である。

a ガラス原料 ガラス原料は、基礎ガラスを製造する際の主要原料を指し、ケイ素、アルミニウム、ホウ素、ナトリウム、鉛、リン等の酸化物の他に金属フッ化物などが該当する。

b ガラス添加剤（強化剤、集束
剤、防曇剤、紫外線カット剤
等）

ガラス添加剤は、ガラス製品を製造する際に使用する添加物（主原料以外）のうち、製品中に含まれて又は製品に塗布されて出荷されるもの。例えば、結晶化
剤、ガラス強化剤、防曇剤、紫外線カット剤、電磁波遮蔽材、鏡裏打ち材、ガラス繊維の集束剤、結合剤等が該当する。

c ガラス加工助剤（離型剤、ｐＨ
調節剤等）

ガラス加工助剤は、ガラス製品の製造プロセスで使用される薬剤で出荷時に製品に含まれないもの。例えば、離型剤、ｐＨ調節剤、ガラス繊維製造時の酢ビエマ
ルション、脂肪族アミン等が該当する。ただし、ガラスの切削・研削・研磨加工等に用いられる加工油は、#37を選択する。

d ほうろう原料 ほうろう原料は、フリットを製造する際に使用する天然原料以外の工業原料を指し、ケイ素、アルミニウム、ホウ素、ナトリウム等の酸化物、炭酸塩、リン酸塩、フッ
化物の他にニッケル、鉛及びクロム化合物等が該当する。

e ほうろう添加剤（絵付け用転
写剤、フリット配合薬剤等）

ほうろう添加剤は、ほうろう製品を製造する際に使用する添加物（フリット原料以外）のうち、製品中に含まれて又は製品に塗布されて出荷されるもの。例えば、絵
付け用の転写剤、釉薬（下ぐすり、上ぐすり）を製造する際にフリットに配合する化学薬品等が該当する。

f ほうろう加工助剤（中和剤、
ニッケル処理剤等）

ほうろう加工助剤は、ほうろう製品の製造プロセスで使用される薬剤のうち、出荷時に製品に含まれないもの。例えば、準備工程（くすり掛け準備工程）で使用され
る中和剤やニッケル処理剤等が該当する。ただし、ニッケル処理剤でもそれがめっきに使用される場合は、#34-aを選択する。

g セメント原料 セメント原料は、クリンカを製造する際の主要原料で、カルシウム、アルミニウム、ケイ素、鉄等の酸化物及び亜鉛、カルシウム等のリン酸塩などが該当する。

h セメント添加剤（混合材、膨張
剤、固化剤等）

セメント添加剤は、セメントに各種特性を付与するために添加する薬剤で、混合セメントの混合材や特殊セメントの膨張剤、固化剤及び凝結制御剤等が該当す
る。

[着色剤は#11] z その他

31 陶磁器、耐火物、ファイ
ンセラミックス

陶磁器は、土又は石などの天然原料を成形、焼成したもの。
耐火物は、１５００℃以上の耐火度をもつ非金属物質又はその製品（ただし金属が一部使用されているものも含まれる）。
ファインセラミックスは、目的機能を発揮させるために、化学組成、微細組織、形状及び製造工程を精密に制御して製造した機能性セラミックスである。
ただし、陶磁器、耐火物及びファインセラミックスの原料及び添加剤のうち、天然物から化学反応を起こさせることなく化合物を得た場合は、製造数量等の届出の
対象外である。

a 陶磁器原料、耐火物原料、
ファインセラミックス原料

陶磁器原料は、天然物が主原料であるが、物理的性質によって分類すると、粘土質原料、非可塑性原料（ケイ石等）、融剤原料（長石など）に分けられる。
耐火物原料は、陶磁器と同様に天然物が主原料であるが、合成原料として珪素、アルミニウム、マグネシウム化合物の他にジルコニア、スピネルなどの特殊酸化
物、炭素質、炭化物、窒化物なども用いられる。
ファインセラミックス原料は、高純度に精製した又は化学合成された人工原料が該当する。

b 陶磁器添加剤、耐火物添加
剤、ファインセラミックス添加
剤（焼結助剤等）

添加剤とは、焼結後も内部・表面に残る副原料をいう。
陶磁器添加剤は、釉薬、強度向上剤等に用いられる薬剤。
耐火物添加剤は、硬化促進剤、硬化遅延剤、鉱化剤（結晶化・焼結促進剤）等として用いられる薬剤。
ファインセラミックス添加剤は、ファインセラミックスの機能を発揮・向上させるために用いられる薬剤。例えば、焼結温度を下げて焼結を促進させる焼結助剤、ジ
ルコニウム化合物などの熱安定性を向上させる安定化剤や電子セラミックスの圧電性能を向上させるものなど多くの添加剤がある。
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c 成形助剤（バインダー、増粘
剤、可塑剤、潤滑剤、分散剤
等）

成形助剤は、成形のために原料素材に添加されるが、脱脂又は焼結の段階で燃焼、分解して除去される加工助剤｡
バインダー（結合剤 ）は、窯業品を焼成、成形する場合､主原料を結合して一体となすために使用する薬剤。
増粘剤は、材料の粘度増大と結合作用によって成形を容易にする薬剤。
可塑剤は、原料素材に成形可能な柔軟性を付与する薬剤。
潤滑剤（滑剤）は、素材粒子間の摩擦を軽減する薬剤（内部滑剤）。
分散剤は、粒子の凝集を妨げて単一粒子に分散させる機能をもつ薬剤（例：押出成形負荷を軽減する）。
解こう剤は、泥しょう中の粒子を分散させ泥しょうの粘度を低下させる薬剤。
発泡剤は、化学反応によってガスを発生してファインセラミックス等の発泡体をつくるための薬剤。
ただし、ファインセラミックス等の切削・研削・研磨加工等に用いられる加工油は、#37を選択する。

d 滑剤、離型剤 #27-jを参照。

z その他
32 研削砥石、研磨剤、摩擦

材、固体潤滑剤
研削砥石は、人造研削材と結合材からなり、粗加工用（研削工具）として用いられる。
研磨剤は、砥粒（研磨材）を水や油に分散させた液状又はペースト状のもので、仕上加工用として用いられる。
摩擦材は、摩擦抵抗により、動力の伝達、運動の停止を行う材料で、金属摩擦材（燒結金属等）と有機質摩擦材（ウーブン系、モールド系、ペーパー系）がある。
有機質摩擦材は、金属、無機物等の充填剤をフェノール樹脂等で固めたもので、金属摩擦材は、金属や合金のマトリックスの中に充填剤を添加し、圧粉成形体と
して焼結したもの（焼結金属）など。
固体潤滑剤は、相対運動する材料表面の損傷を防止したり、摩擦・摩耗を低減するために粉末又は薄膜で利用される固体で、直接樹脂材料などと複合化し乾性
状態で用いられる方法と、オイルやグリースなどの液体潤滑剤又は半固体潤滑剤に分散させて用いられる方法がある。ただし、後者の用途（液体、半固体）は、
それぞれ該当する用途番号（#36-e又は#37-d）を選択する。

a 研削砥石原料、研磨剤原料、
摩擦材原料、固体潤滑剤原
料

研削砥石原料としての基材（研削材＝砥粒）には、アルミニウム、ジルコニウム化合物や炭化珪素等がある。
研磨剤原料としての基材（研磨材）には、窒化硼素、炭化珪素、コランダム等がある。
摩擦材原料としての基材には、焼結金属、アルミ複合材、セラミックス複合材、有機・無機繊維、無機物質等がある。
固体潤滑剤原料としての基材には、二硫化モリブデン、ポリ四フッ化エチレン、フッ化黒鉛、窒化ホウ素等がある。

b 研削砥石・研磨剤・摩擦材・
固体潤滑剤添加剤（バイン
ダー、増粘剤、研磨助剤、分
散剤、摩擦調整剤、潤滑剤
等）

研削砥石添加剤は、研削砥石の３要素（砥粒、バインダー、気孔）の内のバインダーである。バインダーは砥粒と砥粒とを結合・保持し、砥石としての形を保つた
めの材料で、ビトリファイド、シリケート、メタルの高温焼成形、レジノイド、ゴム、シェラックの低温硬化型、マグネシアの常温硬化型の７種類がある。
研磨剤添加剤は、増粘剤、分散剤、研磨助剤（研磨布紙や研磨液組成物などに用いられる助剤）などの薬剤。
摩擦材添加剤は、潤滑物質、硬質物質、摩擦調整物質、ｐH調整物質、補強物質等の充填剤及び結合材などの薬剤。
固体潤滑材添加剤は、乾性被膜潤滑剤等の調剤において固体潤滑剤に添加されるバインダー、防錆剤などの薬剤。

c 滑剤、離型剤 #27-jを参照。
[着色剤は#11] z その他

33 金属製造加工用資材 金属製造加工用資材は、金属製錬から金属加工までの製造工程で使用される副資材をいう。なお、合金の製造加工も含まれる。

a 金属用添加剤（接種剤等） 金属用添加剤は、金属の特性改良のために加えられる薬剤。
接種剤は、鋳造の溶湯へ少量添加されて結晶核になり、鋳物物性を改善する薬剤（チル化防止、強度改善、材質均一化、フェライト析出防止等）。

b 加工助剤（フラックス等） 加工助剤は、金属の製錬、精錬、溶解、鋳造、熱処理、圧延などのプロセスに用いられる助剤で、金属内に取り込まれない薬剤。
フラックスは、融解金属への添加剤で、アルミ電解では電解効率向上と酸化防止のために使われ、合金製造と鋳造では溶湯不純物除去と酸化防止の目的で使
われる。
金属の熱処理に用いる加工助剤は、焼き入れガス、焼鈍（焼き鈍し）ガス、溶融塩（塩浴）、溶融金属などがある。ただし、熱入れに使用される水、ポリマー水溶液
(ポリマー焼入剤など)、鉱油、などの水溶性及び不水溶性の熱処理油は、#37を選択する。

c 鋳造用粘結剤、鋳造用硬化
剤、鋳造用添加剤

鋳物砂への内部添加剤が該当する。
鋳造用粘結剤は、鋳物砂を鋳型に成形するために加える添加剤。
鋳造用硬化剤は、樹脂粘結剤の硬化剤。
鋳造用添加剤は、鋳物砂の調整成分として添加される薬剤。炭素質、でんぷん質、繊維質等の添加剤がある。

d 鋳造用離型剤、鋳造用塗型
剤

鋳造用離型剤は、砂型作製時に木型、樹脂型から容易に取り外すために使用される薬剤。
鋳造用塗型剤は、砂型、金型の表面を溶湯から保護し、鋳肌改善、焼付防止のために鋳型表面に塗装して用いられる薬剤。塗型剤の微粉をそのまま用いられる
場合と粘土水、糖蜜、アルコール等と混合して用いられる場合がある。

z その他

[着色剤は#11、電子用
ファインセラミックスは

#38]

［金属及び合金の原料は
#1、着色剤は#11、表面

処理は#34、溶接・ろう接
は#35、金属加工油は

#37］
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34 表面処理剤 表面処理剤は、材料の表面の状態を変えることによって、表面の性質を変えたり、新しい機能を付加するために用いられる薬剤。
なお、ここで対象とする乾式及び湿式の表面処理技術は、表面処理によって材料の寸法が増大する技術としてめっき、化成処理及び溶射処理、寸法が変化しな
い技術として表面硬化処理と表面フッ化処理、及び寸法が減少する技術としてエッチング等の表面削除・清浄処理に限定する。 ただし、表面処理（めっき、化成
処理等）の前処理・後処理に用いられる脱脂・洗浄溶剤（非水系、準水系）は#04，#06を、水系洗浄剤は#12を選択する。また、半導体製造プロセスのドーピングガ
ス等は#38を選択する。ワックス、塗料・コーティング剤、船底塗料用・漁網用防汚剤は、それらが表面処理のために用いられる場合であっても、表面処理剤（#34）
とはせず、それぞれ該当する用途番号#14, #15, #17を選択する。また、合成繊維、紙、プラスチック、ガラス・ほうろう、陶磁器、研削砥石・研磨剤及び建設資材製
品の製造・加工処理工程で表面処理に用いられる薬剤も、#34とはせず、それぞれ該当する用途番号#25, #26, #27, #30, #31, #32,#38及び#44を選択する。

a めっき薬剤（皮膜成分原料） 湿式表面処理（1)
めっき薬剤は、湿式めっき及び溶融めっきの皮膜成分。ここで、湿式めっきとは電気めっき（金属塩の水溶液から電解によって金属皮膜を析出させる）及び無電解
めっき（金属塩の水溶液から還元剤で金属皮膜を析出させる）、また、溶融めっきとは金属製品を溶融金属（亜鉛）に浸漬して、表面に金属又は合金皮膜を生成さ
せる方法をいう。

b めっき浴添加剤（光沢付与
剤、煙霧防止剤、無電解めっ
きの還元剤等）

湿式表面処理（1)
めっき浴添加剤は、めっき槽内に入れられためっき液（めっき浴という）に添加される薬剤。
電気めっき浴への添加剤は、光沢（平滑性）、展性・延性、硬度、等の皮膜物性の改善、陰極における水素発生抑制（硼酸）、めっき浴からのミスト発生を防止する
（煙霧防止剤）などの目的で添加される。
また、無電解めっき（ピット防止・物性改善等）、溶融めっき（フラックスや膜付着性改善・表面華紋形成剤等）、複合(分散）めっき（耐摩耗性、潤滑性、耐食性等）に
おいても種々の目的で添加剤が用いられる。

c 化成処理薬剤 湿式表面処理（2)
化成処理薬剤は、化学的及び電気化学的処理によって、材料表面に安定な化合物を生成させる処理に用いられる薬剤で、以下のような処理方法がある。
リン酸塩処理とは、リン酸塩を含む水溶液で化学的に皮膜を生成させる方法で、リン酸マンガン被膜処理、リン酸亜鉛皮膜処理、リン酸亜鉛カルシウム皮膜処理
などがある。
クロメート処理とは、クロム酸又は重クロム酸塩を主成分とする溶液中に品物を浸漬し、化学的に防錆(不動態)皮膜を生成させる方法 。
黒染処理とは、アルカリ浴で鉄表面に黒色の不動態膜（四三酸化鉄）を生成させる。 その他の黒色皮膜（酸化物－硫化物、等）を生成させる処理もある。
陽極酸化処理とは、陽極酸化によって皮膜を生成させる処理。
拡散処理（拡散めっき）とは、めっき皮膜及び素地金属、又は二つ以上の皮膜間で合金化若しくは金属間化合物を形成させるための熱処理。

d 真空めっき（蒸着等）薬剤、溶
射処理薬剤

乾式表面処理（1)
真空めっき薬剤は、空中でめっきしようとする金属を加熱蒸発させ、材料表面に凝集させる方法に用いられる薬剤。真空めっきには化学蒸着と物理蒸着がある。
化学蒸着とは、化学気相成長法といわれ、所望の構成元素を含む気体（蒸気）の化学反応によって膜を作る方法。塩化物、水素化物、有機金属等の原料ガスを
基板上に導入し、反応生成物を堆積させるMOCVD、ハロゲン化物CVD、プラズマCVD、レーザCVDなどがある。
物理蒸着とは、物理気相成長法といわれ、高温加熱、スパッタリングなどの物理的方法で物質を蒸発させ、基板上に凝縮・薄膜形成を行う方法で、真空蒸着法、
スパッタリング法、反応性スパッタリング、イオンプレーティング法などがある。
溶射処理薬剤は、溶融又はそれに近い状態の金属又は非金属溶射材料を母材表面に吹き付けて皮膜を形成する方法に用いられる薬剤。

e 表面硬化処理（浸炭、窒化
等）薬剤

乾式表面処理（2)
表面硬化処理剤は、鋼の表面層のみを硬化させ、耐摩耗性と耐衝撃性を付与する処理に用いられる薬剤。処理方法には浸炭法、窒化法、浸炭窒化法（青化
法）、Si拡散めっき、Cr拡散めっき、炎焼入法、高周波焼入法等がある。
浸炭法とは、低炭素鋼や合金鋼の表面層の炭素量を増加させるために、浸炭剤中で加熱し、炭素原子を表面に拡散させて、表面を高炭素鋼にし、次いで焼き入
れ焼き戻しを行って表面を硬化させることをいう。ガス浸炭、真空浸炭、液体浸炭、滴注浸炭、固体浸炭などがある。
窒化法とは、窒化剤で鋼表面に窒素を添加する方法で、ガス窒化法、液体窒化法がある。
浸炭窒化法とは、鋼を浸炭と窒化が同時に起こる環境で加熱し、表面層の炭素と窒素の量を同時に高める方法。
Si及びCr拡散めっきは、#34-cを参照。

f 表面フッ素化処理薬剤、表面
シリル化処理薬剤

表面フッ素化処理薬剤は、樹脂、ゴム、金属、無機物、セラミックス等の表面をフッ素化して新たな表面特性を付与するために用いられる薬剤。処理方法には直
接フッ素化及びプラズマ処理、化学処理、メカノケミカル（研磨）処理によるフッ素化法がある。
表面シリル化処理薬剤は、金属、無機物、ガラス等の表面をシリル化して表面を改質するために用いられる薬剤で、無機粉体等の表面処理に用いられるシラン
カップリング剤などがある。
ただし、塗料や接着剤等の配合若しくは前処理工程で使用するシリル化処理薬剤は、表面処理剤としては扱わず、それぞれ該当する用途番号（塗料の場合は
#15-c、接着剤の場合は、#23-b等）を選択する。また、有機合成等で化合物の官能基を保護する目的で用いられるシリル化剤は、化学プロセス調節剤（#10-d）を
選択する。さらに、合成繊維及び紙製品に撥水性を付与するために用いられるフッ素化処理薬剤やシリル化処理薬剤は、#25-i及び26-fをそれぞれ選択する。
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［めっき前処理剤・後処
理剤の脱脂・洗浄薬剤は

#04金属洗浄剤、#12の
水系洗浄剤１］

g エッチング処理薬剤、スパッ
タリング処理薬剤、ブラスト処
理薬剤

エッチング処理薬剤は、不要表面部分を化学的又は電気化学的に除去する方法に用いられる薬剤で、ガスを用いるドライエッチングと薬液を用いるウェットエッチ
ングがある。
スパッタリング処理薬剤は、ガスやイオンのエネルギー粒子を物質に衝突させて、材料表面の構成原子・分子を放出させる物理的エッチング方法に用いられる薬
剤。また、反応性のガスやイオンを用いる方法もある。
ブラスト処理薬剤は、処理される材料表面に大きな運動エネルギーをもつ研削材を衝突させる表面処理法に用いられる薬剤。

［#4-6,12-15,17,25-
27,30-32,38,44を除く］

z その他

35 溶接材料、ろう接材料、
溶断用材料

溶接材料は、溶接金属以外の溶接に用いられる材料。
ろう接材料は、ろう接金属及びはんだ金属以外のろう接に用いられる材料。
溶断材料は、溶断用ガスのこと。

a 溶接フラックス 溶接フラックスは、溶接の際に母材及び溶加材の酸化物等の有害物を除去し、母材表面を保護し、又は溶接金属の精錬を行う目的で用いられる材料（粉状、粒
状）。例えば、サブマージアーク溶接用のフラックスは、溶融フラックス、ボンドフラックス、焼結フラックスなどがある。

b ろう接フラックス（酸化防止剤
等）

ろう接フラックスは、ろう接又ははんだ付けの際に、母材と溶融金属の表面酸化被膜の除去と加熱中の酸化防止の目的で用いられる材料。
酸化防止剤とは、溶融はんだ槽の表面が空気酸化されて酸化鉛や酸化錫等が生成するのを防止する材料。また、溶融はんだ上の浮きかす（はんだドロス＝金属
酸化物）を掃去・吸収して溶融はんだの純度・清浄度を維持する機能を併せ持つものもある。
はんだ合金用酸化防止剤は、はんだ合金の内部又は表面に配合される酸化防止剤。

c 溶接用ガス、溶断用ガス 溶接用ガスは、ガスの燃焼熱を利用して金属の接合を行う溶接に用いられる可燃性ガスと酸素ガス。
溶断用ガスは、ガス燃焼熱によって溶かした材料を酸素で吹き飛ばして切断する方法に用いられるアセチレンガスと酸素ガス。
ただし、酸素ガス等の単体は化審法対象外であるため製造数量等の届出は必要ない。

z その他

36 作動油、絶縁油、プロセ
ス油、潤滑油剤（エンジ
ン油、軸受油、圧縮機
油、グリース等）

作動油は、油圧機器又は油圧系統で動力伝達媒体として使用される油剤。
絶縁油は、電気絶縁性を持つ油剤。
プロセス油は、ゴムの加工性を高めるために添加される油剤。
潤滑油剤は、接触する固体間の相対運動を円滑にする油剤。

a 作動油の基油、潤滑油剤の
基油

作動油基油は、鉱油系（一般作動油、添加タービン油、特殊作動油等）、合成系（リン酸エステル系、脂肪酸エステル系、塩素化炭化水素系）、含水系（水・グリ
コール系、エマルション系）がある。
潤滑油剤基油は、パラフィン系、ナフテン系、合成油系があり、車両用（ガソリン・ディーゼルエンジン油、２サイクルエンジン油、ギヤー油）、工業用（軸受油、ター
ビン油、圧縮機油、冷凍機油、ギヤー油）、グリース、その他（インキ用鉱油、流動パラフィン等）の用途がある。ただし、インキ用植物油は、#16-c、防錆油は、
#37-b、離型剤は、該当する用途番号を選択する。

b 絶縁油の基油 絶縁油の基油は、変圧器、ケーブル、コンデンサーなどの電気機器の絶縁および冷却の役割を果たすもので、JIS規格では以下の７分類（主成分）がある；　１種
（鉱油）、２種（アルキルベンゼン）、３種（ポリブテン）、４種（アルキルナフタレン）、５種（アルキルジフェニルアルカン）、６種（シリコーン）、７種（１種と２種の混合油）

c プロセス油の基油 プロセス油は、ゴム加工メーカー（タイヤ等）で、ゴム材料を軟化させ、加工しやすくする目的で使用されるゴム配合油（鉱油）。基油を構成する炭素原子をアロマ
チック炭素CA、ナフテニック炭素CN、パラフィニック炭素CPに分類し、全炭素原子に対する割合を％で示した環分析値により、プロセス油のおおよその性状が分
類される。
また、ゴム素材メーカーで使われるエキステンダ（伸展）油もここに該当する。

d グリース増ちょう剤 グリース増ちょう剤は、グリースの構成成分（基油、増ちょう剤、添加剤）の1つで、基油（潤滑油）を半固体状にする薬剤であり、微細な粒子として基油の中に分散
し、耐熱性、耐水性、機械的安定性など重要なグリース性能を付与する。石けん、非石けんの増ちょう剤がある。
ただし、増ちょう剤を製造する反応原料（脂肪酸やアルカリなど）は、#01-aを選択する。
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e 作動油添加剤、潤滑油剤添
加剤

作動油添加剤及び潤滑油添加剤は、作動油や潤滑油の機能や安定性等の特性を向上させるために添加される薬剤。例えば酸化防止剤、清浄分散剤、耐荷重
添加剤、粘度指数向上剤、流動点降下剤、さび止め剤（防錆剤）、腐食防止剤、泡消し剤、乳化剤、防腐剤、固体潤滑剤、増粘剤などが該当する。
酸化防止剤とは、連鎖反応停止剤、過酸化物分解剤などを指す。
清浄分散剤とは、エンジン内部での固形物の発生・沈着を抑え、清浄に保つために添加される薬剤で、金属系と無灰系がある。
耐荷重添加剤とは、摩耗防止剤（金属表面に反応膜を生成し摩擦を低減）、極圧剤（負荷が大きい極圧条件下の摩擦面における油膜切れ・焼き付きを防止する）
として用いられる薬剤。
粘度指数向上剤とは、温度差による粘度変化を小さくするために添加される薬剤。
流動点降下剤とは、流動点を低下させて、低温における流動性を向上させるために用いられる薬剤。
さび止め剤（防錆剤）とは、金属表面に吸着膜を生成し、酸素との接触を防止するために用いられる薬剤。
腐食防止剤とは、主として非鉄金属の不活性化剤。
泡消し剤とは、ギヤー回転等の撹拌作用又は添加物によって潤滑油が発泡するのを防止するための薬剤。
乳化剤とは、鉱油基油に添加してエマルション系の難燃性作動液を形成させる薬剤。
防腐剤とは、難燃性作動液に用いられて、エマルション中の微生物による異臭、サビ、エマルション破壊等を防止するために用いられる薬剤。
固体潤滑剤とは、摩擦・摩耗を低減するために粉末で利用される固体薬剤。
増粘剤とは、難燃性作動液などの粘度を増大させるために添加される薬剤。

f 絶縁油添加剤 絶縁油添加剤は、絶縁油の特定の特性を改善する目的で、少量添加される薬剤。例えば、流動帯電抑制剤、流動点降下剤、酸化防止剤、粘度調節剤等が該当
する。

g プロセス油添加剤 プロセス油添加剤は、ゴム配合油への添加剤。

[#37を除く] z その他

37 金属加工油（切削油、圧
延油、プレス油、熱処理
油等）、防錆油

金属加工油は、切削油、研削油、圧延油、プレス油、熱処理油、鍛造油等の金属加工に用いられる油剤。
切削油は、切削加工で工具と被削材の表面を潤滑、冷却、洗浄、仕上げ面保護を行う油剤。JIS規格では不水溶性切削剤（鉱油に油脂類を添加した混合油と極
圧剤を添加した極圧油がある）と水溶性切削油（「エマルション」、「ソリュブル」、「ソリューション」がある）に分類されている。なお、類似用途の研削油、研磨油もこ
こに該当する。
圧延油は、金属材料を圧延加工するときに潤滑性を向上させるために用いられる油剤。ソリュブル油（油脂類＋水、油脂＋鉱油＋水）と鉱油系油（鉱油＋油性
剤）がある。
プレス油は、プレスを用いて材料を変形加工するとき、工具と被加工材の界面に働く摩擦力の制御と表面損傷を防止する油剤。
熱処理油は、鋼材の焼き入れや焼き戻しに際して冷却剤あるいは保温媒体として用いられる油剤。JIS規格では油剤の使用温度で３分類しており、1種はコールド
クエンチ油で冷却性が高く硬化し難い処理物の処理に、2種及び3種はマルクエンチ油で冷却性が低く歪みを抑制したい処理に使用する。また、JIS規格以外に水
溶性焼き入れ油なども広く使われている。
防錆油は、腐食抑制剤を主として石油系基油に添加した防錆油（不水溶性型とエマルジョン型がある）と、水をベース成分として油分を含まない水溶性防錆剤（ソ
リューション型）があり、金属加工部品の一時的防錆を主目的としたものである。防錆油のJIS規格では、溶剤希釈型（油膜調整剤＋防錆添加剤＋石油系溶剤の
乾燥型／屋内、屋外の錆止め）、ペトロラタム型（軟質ワックス＋潤滑油 ＋防錆添加剤の半固体・不乾燥型／軸受等の錆止め）、潤滑油型（潤滑油＋防錆添加剤
の液膜・不乾燥型／金属材料や内燃機関の錆止め）、指紋除去型（溶剤希釈剤型+水溶性有機溶剤又は界面活性剤等）、気化性（常温で気化する防錆剤を含む
錆止め／気相接触部分の錆止め）に分類されている。
なお、金属材料以外の無機材料やプラスチック材料の加工で用いられる加工油（切削油、研削油、研磨油）もここに含まれる。

a 水溶性金属加工油の基油 水溶性金属加工油の基油は、切削・研削油剤、圧延油および熱処理油等に用いられる基油。
切削・研削油剤基油とは、「エマルション」と「ソリュブル」の鉱油、合成油等と、「ソリューション」の界面活性剤等が該当する。
圧延油基油とは、ソリュブル油の鉱油、油脂、合成エステル油などが該当する。
熱処理油基油とは、脂肪酸エステル等の水溶性の合成油が該当する。

b 不水溶性金属加工油の基
油、防錆油の基油

不水溶性金属加工油の基油は、切削・研削油剤、圧延油、プレス油および熱処理油等に用いられる基油。
切削・研削油剤基油とは、混合油と極圧油の基油として鉱油、硫化鉱油が該当する。
圧延油基油とは、鉱油が該当する。
プレス油基油とは、パラフィン分、ナフテン分、芳香族分の鉱油混合物が該当する。
熱処理油基油とは、パラフィン基系、中間基系、ナフテン基系などの鉱油、オレフィンオリゴマー、アルキルベンゼン、アルキルナフタレン、ポリフェニル系炭化水素
などの不水溶性の合成油が該当する。
防錆油基油は、ペトロラタム、ワックス、動植物油脂、合成・天然樹脂、潤滑油基油などが該当する。
ただし、動植物油脂、天然樹脂など、天然物から化学反応を起こさせることなく化合物を得た場合は、製造数量等の届出の対象外である。
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c 水溶性金属加工油添加剤 水溶性金属加工油添加剤は、加工油の機能や安定性等の特性を向上させるために添加される薬剤。例えば、油性剤、極圧添加剤、乳化剤、防錆添加剤、防腐
剤等が該当する。なお、水溶性防錆剤（ソリューション型、エマルジョン型）の添加剤もここに含まれる。
油性剤とは、極薄い油膜では摩擦係数は油の粘度に無関係となり摩擦低下作用が低下する際に、ある種の界面活性物質の吸着によって摩擦低下作用を行うた
めに用いられる薬剤。
極圧添加剤とは、負荷が大きい極圧条件下の摩擦面における油膜切れ・焼き付きを防止するために用いられる薬剤。
防錆剤添加剤とは、加工金属の錆止めに用いられる薬剤で、有機系、無機系の添加剤がある。
乳化剤とは、鉱油等の基油を水に乳化するために、切削油、研削油および火災予防が必要な圧延油、熱処理油に用いられる薬剤。
防腐剤とは、切削油、圧延油のエマルション中の微生物による異臭、さび、エマルジョン破壊等を防止するために用いられる薬剤。
水溶性防錆剤添加剤とは、金属表面に吸着膜を生成し、酸素等腐食物質との接触を防止するために添加される薬剤で、防錆添加剤（気化性も含まれる）、乳化
剤、酸化防止剤、金属不活性化剤等が該当する。

d 不水溶性金属加工油添加
剤、防錆油添加剤

不水溶性金属加工油添加剤は、加工油の機能や安定性等の特性を向上させるために添加される薬剤。例えば、切削油添加剤、圧延油添加剤及びプレス油添加
剤等が該当し、その中には油性剤、極圧添加剤、防錆添加剤、固体潤滑剤、酸化防止剤、防食（蝕）剤、ミスト防止剤等が該当する。
油性剤、極圧添加剤、防錆添加剤は、#37-cを参照。
固体潤滑剤とは、摩擦・摩耗を低減するために粉末で利用される固体で、温度に左右されず、油剤とは独立して潤滑作用する薬剤。
酸化防止剤とは、油剤の酸化劣化防止を目的に添加される薬剤。例えば、連鎖反応停止剤、過酸化物分解剤などが該当する。
防食（蝕）剤とは、主として非鉄金属の腐食変色防止のために添加される薬剤。
ミスト防止剤とは、圧延時のミスト防止のために添加される薬剤。
その他の添加剤として、温度変化に伴う潤滑油の粘度変化を低減する粘度指数向上剤、添加することによって粘度を増大させる増粘剤等が該当する。
熱処理油添加剤としては、冷却性向上剤、対流段階開始温度低下剤、酸化防止剤等が該当する。
防錆油添加剤は、金属表面に吸着膜を生成し、酸素等腐食物質との接触を防止するために防錆油基油に添加される薬剤。防錆添加剤（気化性も含まれる）、酸
化防止剤、金属不活性化剤、石油系溶剤及び水の可溶化剤（水溶性有機溶剤、界面活性剤）等が該当する。

z その他

38 電気・電子材料
[対象材料等の製造用プ
ロセス材料を含む]

電気・電子材料は、電気回路に用いられる材料（導電材料、抵抗材料、接点材料、ブラシ材料、絶縁材料等）と電子機器に用いられる材料（半導体材料、誘電材
料、圧電材料、光電材料、熱電材料等）の総称。
ただし、１種類の元素からできている単体及び単体同士の混合物（例えば、金属、合金、グラファイト等）は、化審法対象外であるため製造数量等の届出は必要な
い。
なお、本用途の材料に含まれる添加剤は#38-a～fに、材料に含まれない加工助剤は#38-zに該当する。
したがって、電気・電子材料に用いられる表面処理剤は#34ではなく、#38を選択する（例えば、めっき薬剤が導電材料であれば#38-a、めっき浴添加剤は#38-z)。
一方、電気・電子製品の構造材料は#38ではなく、該当する用途分類を選択する（例えば、電子機器のハウジングが樹脂であれば#27、そのめっき薬剤は#34）。
また、電気・電子材料系の構成成分として電気・電子機能発現にかかわる溶剤（例えば、電解溶液の溶剤）は、#02～#09の溶剤（例えば、#02-eの電子デバイス
用溶剤等）ではなく、#38に該当する。

a 磁性材料[#38-fを除く]、導電
材料、超電導材料、蛍光体材
料

磁性材料は、強磁性、フェリ磁性を有する材料で、軟磁性材料（コイル、トランス磁心、磁気ヨーク、磁気シールド等に用いられる）、硬磁性材料（永久磁石として用
いられる）、磁歪材料（磁界で変形する特性があり超音波発振機等に用いられる）、磁気抵抗材料（磁界で電気抵抗が変化する特性があり磁気ヘッド等に用いら
れる）がある。　ただし、電子記憶媒体材料は#38-fを選択し、トナーのキャリアは#16-hを選択する。
導電材料は、電気抵抗の低い材料で、例えば金属、合金、グラファイト、導電性高分子、導電性ガラスなどがある。
超電導材料は、特定の金属や化合物などの物質を超低温に冷却した時に電気抵抗が急激にゼロになる材料。蛍光体材料は、X線や紫外線、可視光線が照射さ
れてそのエネルギーを吸収することで電子が励起し、それが基底状態に戻る際に余分なエネルギーを電磁波として放出する材料。

b 半導体材料、有機半導体材
料、液晶材料

半導体材料は、金属と絶縁体との中間の抵抗率を持ち、その電荷のキャリア密度がある温度範囲で温度とともに増加するような電子又はイオン伝導性の材料。
ただし、電子記憶媒体材料は、#38-fを選択する。
有機半導体材料は、半導体性を有する有機化合物で、π電子がキャリアになるものとして多環芳香族炭化水類、フタロシアニン類および高分子があり、不対電子
がキャリアになるものとして電荷移動錯体や遊離基を有する有機物がある。
なお、光導電性を有する有機光導電材料などもここに含まれる。
液晶材料は、液体の流動性と結晶の異方性を併せ持つ材料で、その光学的異方性が電磁力・圧力・温度などに敏感に反応するので、表示装置に応用される。液
晶の分子間相互作用によりネマチック、スメチック、コレステリックに分類される。
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c 誘電体材料、抵抗体材料、固
体電解質材料、電解液材料、
セパレータ材料

誘電体材料は、静電場により誘電分極を起こす材料で、常誘電体、圧電体、焦電体、強誘電体に分類される。
圧電体とは、応力を加えることにより分極が生じる誘電体。
焦電体とは、圧電体のうち、外から電界を与えなくても自発的な分極を有している誘電体。
強誘電体とは、焦電体のうち、これを外部からの電界によって方向を反転させることのできる誘電体。
常誘電体とは、以上以外の全ての誘電体。
抵抗材料は、電気回路に抵抗を与え、またその抵抗によって生ずるエネルギーをそのままの形、あるいは熱、光の形で利用するもので、金属材料と非金属材料
に分けられる。
固体電解質材料は、高いイオン伝導性を持つ固体材料で、ここでは燃料電池、電解コンデンサ及び電気二重層コンデンサ等で用いられる無機固体電解質、有機
固体電解質及び導電性高分子等が該当する。ただし、一次及び二次電池の電解質は、#39-aを選択する。
電解液材料は、溶液中でイオン解離する溶質（電解質）、添加剤及び溶媒からなる電解溶液の構成材料。電解溶液は、用いられる溶媒系によって水系電解液、
有機系電解液及びイオン液体がある。
ここでは、燃料電池、電解コンデンサ及び電気二重層コンデンサ等で用いられる電解溶液が該当する、ただし、一次及び二次電池の電解質は、#39-aを選択す
る。
セパレータ材料は、燃料電池用セパレータとコンデンサ用セパレータに用いられる材料。
燃料電池用セパレータとは、積層セルの間に挟んで、燃料ガスや空気を遮断する板状の部品で、各セルをシールするほかに、ガスが流れる流路を作り込んで、
燃料ガスや空気を送り込む機能を担う。他に電動性、耐食性、熱伝導性などが要求される。
コンデンサ用セパレータとは、正負の電極を分離し、電解液を維持する多孔質シート。

d 光導波路材料(光ファイバを
含む）、光学フイルム材料、
電子機器用光材料

光導波路材料は、光伝送路を作成する光学的特性を持つ材料で、光ファイバや薄膜導波路のようなシート状、板状に加工される。
光学フィルム材料は、光線を透過又は反射吸収し、様々な効果を与えることを目的としたフィルムの材料で、FPD用の配向フィルム、反射防止フィルム、偏光フィ
ルム、位相差フィルム、拡散シート、プリズムシート、バックライトフィルム、輝度向上フィルム、視野角拡大フィルム、近赤外線吸収フィルムなどに加工される。
電子機器用光材料は、主たる光電子素子機能（発光ダイオード、光センサ）などを支える役割を担う材料で、例えば、液晶用基板材料（ガラス、プラスチック、セラ
ミックス）などが該当する。

e 封止材、絶縁材料、シールド
材料

主たる電気・電子機能を保護する目的で用いられる材料。例えば、電子機器用実装材料においては、主たる電気・電子材料（#38-a～d、f）の機能を保護する封止
材、絶縁材料、シールド材料などが該当する。ただし、接着剤、はんだ及びフォトレジスト等は、該当する用途分類である#22，#35及び#24等を選択する。
封止材は、半導体素子や小型電子部品などを外部環境から保護する目的で封止するために用いられる材料で、樹脂と無機材料が組み合わせて使われる。
絶縁材料は、電気絶縁に用いられる材料で、天然材料、合成樹脂、無機材料がある。ただし、レジストインキは#16-c、絶縁油は#36を選択する。
シールド材料は、外部からの影響を遮断（電気遮断、磁気遮断）する材料で、電気遮断や高周波遮断には導体板、金網など、磁気遮断には強磁性体が用いられ
る。

f 電子記憶媒体材料（磁性材
料、光吸収色素等）

電子記憶媒体材料は、映像機器や音響機器での映像や音楽の記録再生や、コンピュータでの情報処理に使用する記録媒体に用いられる材料で、磁性記録材料
（磁気テープ、FD、HDD)、光記録材料（CD-ROM、DVD-ROM、BD-ROMなど）、光磁気記録材料（MOディスク）、半導体材料（フラッシュメモリー）などがある。

[絶縁油は#36] z その他
39 電池材料（一次電池、二

次電池）
一次電池材料は、充電・繰り返し使用ができない化学電池（乾電池、ボタン電池）の材料。なお、一次電池には、乾電池、酸化銀電池、水銀電池、空気亜鉛電池、
リチウム電池、海水電池、溶融塩電池等がある。
二次電池材料は、充電により繰り返し使用できる化学電池の材料。なお、二次電池には、鉛蓄電池、リチウムイオン二次電池、ニッケル・水素充電池、ニッケル・
カドミウム蓄電池、ナトリウム・硫黄電池、ニッケル・亜鉛蓄電池、レドックス・フロー電池等がある。
なお、本用途の材料に用いられる添加剤は、#39-a又はbに、材料に含まれない加工助剤は、#39-zに該当する。
また、本用途に用いられる溶剤で、製品に含まれて電池機能の発現にかかわるもの（例：電解液用溶剤）は#39-a又はbに該当し、製品に含まれない溶剤は#02～
#09の該当するものを選択する。

a 電解質材料、電解液材料、絶
縁材料、セパレータ材料

電解質材料は、高いイオン伝導性を持つ固体材料。例えば、無機固体電解質、有機固体電解質及び導電性高分子等がある。
電解液材料は、溶液中でイオン解離する溶質（電解質）、添加剤及び溶媒からなる電解溶液の構成材料。電解溶液には、用いられる溶媒系によって水系電解
液、有機系電解液及びイオン液体がある。ただし、燃料電池、コンデンサで用いられる電解質材料、電解液材料は、#38-cを選択する。
絶縁材料は、セパレータと組み合わせて、正負電極の絶縁をする材料。
セパレータ材料は、正極板と負極板の間に介在して、両極活物質の接触に伴う短絡防止や電解液を保持して導電性を確保する材料。

b 電極材料（活物質、集電体、
導電剤、バインダー等）、減
極剤

電極材料は、電極活物質、集電体、導電剤及びバインダーからなる電池材料。
活物質は、電池の正極及び負極に用いられる薬剤（酸化剤及び還元剤）。
集電体は、電池で電気をとりだす端子で、電池内部の活物質や導電助材に接触するもの。
導電剤は、電極の導電性を向上するために使用する薬剤。
バインダーは、活物質、集電体及び導電材の結着剤として用いられる薬剤。
減極剤（復極剤）は、電池を放電する際、電極に発生する水素によって生じる起電力低下の現象（分極）を抑制するために用いられる酸化剤。

z その他

19/23



用途分類　解説資料 資料２
平成27年6月

用途
番号
(#)

用　途　分　類
詳細
用途
番号

詳　細　用　途　分　類 定義、説明

40 水処理剤 水処理剤は、水を使用目的に合わせた水質にするため、又は周辺環境に影響を与えないよう排出するための処理に用いられる薬剤。

a 腐食防止剤、防錆剤、防食
剤、防スケール剤、防藻剤

腐食防止剤、防食剤、防錆剤は、材料がそれをとり囲む環境物質によって化学的又は電気化学的に浸食、腐食、さび発生等で材質的に劣化するのを防止する薬
剤で、冷却水などの防錆剤（酸化被膜型、沈殿被膜型、吸着被膜型）、ボイラー水の脱酸素剤、スラッジ分散剤等が該当する。
防スケール剤は、水系の無機スケールであるCaやMg等の炭酸塩、硫酸塩、リン酸塩等やシリカの沈着を防止、分散又は溶解する薬剤で、スケール付着防止剤、
スケール溶解剤などが該当し、スケール等と微生物の混合したスライムの発生を防止するスライム防止剤も含まれる。
防藻剤は、水中の藻の発生を防止する薬剤。

b 金属イオン捕捉剤、金属イオ
ン封鎖剤、硬水軟化剤

金属イオン捕捉剤は、金属イオンと水不溶性の塩又は錯塩を形成して、金属イオンを水から分離除去する薬剤。
金属イオン封鎖剤は、水溶液中で金属イオンと可溶性の塩又は錯塩を形成して、金属イオンの活性を抑制する薬剤（キレート剤等）。
硬水軟化剤は、水中の硬度成分（主にCa、Mgイオン）を除去又は封鎖する薬剤で、炭酸カルシウムとして沈殿させるアルカリ法（石灰軟化法、石灰ソーダ軟化
法）、キレート剤で硬度成分を封鎖するイオン封鎖法、及びイオン交換樹脂やゼオライトで硬度成分をイオン交換除去するイオン交換法等がある。ただし、不均一
（固体）の除去剤であるイオン交換体は、#40-cを選択する。

c イオン交換体（有機及び無機
イオン交換体）､分離膜

イオン交換体は、イオン交換能を有する固体で、イオン交換樹脂､イオン交換膜（樹脂）及び無機イオン交換体があり、再生剤で処理することにより再使用可能な
イオン除去材である。
分離膜は、物質が膜を透過する速度の差を利用して成分を分離する高分子膜（半透膜、逆浸透膜等）。
なお、イオン交換体及び分離膜に用いられる添加剤、加工助剤等もここに含まれる。
ただし、吸着剤は、#41-bを選択する。

d 酸化剤、還元剤、ｐＨ調節剤 酸化剤は、水中の金属（鉄、マンガン、ヒ素など）を酸化して化学種を変え、沈殿除去、イオン交換除去しやすくする薬剤。また、水中の有機物（シアン、臭気物質、
着色物質など）を酸化して、無害化、脱臭、脱色等を行う薬剤。
還元剤は、水中の金属（六価クロム等）や塩素などを還元して化学種を変え、無害化及び沈殿除去し易くする薬剤。
ｐH調節剤は、#26-hを参照。

e 消泡剤、凝集剤、濾過助剤、
脱水助剤、イオン交換樹脂再
生剤

消泡剤は、水、水溶液、懸濁液などの表面張力を低下させ、安定した泡の形成を阻止又は抑制するために添加する薬剤。
凝集剤は、汚濁水中に分散している粒子を集合させ、沈降を促進するために用いられる薬剤。
濾過助剤Iは、原液のろ過性の改善や、濾材の目詰まり等を防止するために用いられる薬剤。
脱水助剤は、濾過ケーキの含水率を低下させ、ケーキ量を少なくする薬剤。
イオン交換樹脂再生剤は、使用後のイオン交換樹脂を再生する薬剤（酸、アルカリ）。

z その他
41 乾燥剤、吸着剤 気体や液体を吸着又は吸収して物質を分離や除去するために用いられる液体や固体の薬剤を吸着剤又は吸収剤という。

なお、吸着・吸収される物質が水の場合を乾燥剤という。

a 乾燥剤、脱水剤 乾燥剤は、湿気を吸着・吸収する薬剤。化学的乾燥剤（生石灰、塩化カルシウムなど）と物理的乾燥剤（シリカゲル、ゼオライトなど）があり、密閉環境中の湿気を
吸収して、金属製品、薬品、その他物品のさび、変質などから保護する目的で使用されたり、化学プロセスにおいて原料、中間体、製品等の乾燥操作に用いられ
る。
脱水剤は、ここでは乾燥剤の意味に限定する。ただし、脱水反応によって分子から水を脱離させる触媒等として使用されるものは、化学プロセス調節剤（#10-a）を
選択する。また、スラッジ、汚泥の脱水剤は、＃40-e、高吸水性高分子は、#27-bを選択する。

b 吸着剤（脱臭剤、脱硝剤、ガ
ス吸着剤等）

吸着剤は、混合気体又は混合溶液と固体物質を接触させたとき、界面のごく近くの物質の濃度が相の内部より大きくあるいは小さくなる現象を引き起こす作用の
ある薬剤。化学プロセスでは分離・精製操作や水処理操作などに使用され、一般用途では脱臭剤や浄水剤などに使用される。
脱臭剤は、臭気を物理的作用等で除去又は緩和するもの。ただし、芳香剤、消臭剤、防臭剤は、#22を選択する。
脱硝剤は、窒素酸化物（NOｘ）を吸着して除去する薬剤。また、硫黄化合物（H2S、CS2、COS、SOｘ等）を吸着して除去する脱硫剤もここに該当する。ただし、散布
剤、埋立処分前処理薬剤の目的で使用される場合は、#45-zを選択する。
ガス吸着剤は、各種ガスを吸着して分離、除去する薬剤。

c 吸収剤（脱酸素剤等） 吸収剤（吸収媒）は、気体又は蒸気を内部に取り込む固体又は液体、及び液体を内部に取り込む固体の薬剤。吸収には化学吸収と物理吸収があり、例えば、鉄
粉及び鉄化合物（脱酸素剤）などが反応によって酸素を吸収する現象を化学吸収といい、パーフルオロカーボンが反応によらず酸素を吸収（溶解）する現象を物
理吸収という。
脱硝剤は、窒素酸化物（NOｘ）を窒素に還元する薬剤（アンモニア、尿素、炭素など）やNOｘを中和・吸収する薬剤（アルカリ性物質）、また、硫黄化合物（H2S、
CS2、COS、SOｘ等）と反応して除去する脱硫剤もここに該当する。ただし、散布剤、埋立処分前処理薬剤の目的で使用される場合は、#45-zを選択する。
さらに、分離・精製プロセスに用いられる吸収溶剤および脱硝剤や脱硫剤の溶剤は、#07-cを選択する。一方、溶剤に加えて用いられる吸収剤（酸、アルカリなど）
はここに該当する。

z その他
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42 熱媒体 熱媒体は、装置を一定の操作温度に維持するための加熱や冷却を行うために用いられる薬剤。一般的には物理的、化学的に安定な物質で、熱源と被加熱体間
の伝熱の仲介に使われる。熱油、温水、有機熱媒体、溶融塩HTS、溶融金属などの液状熱媒体と加熱水蒸気、煙道ガス、空気などのガス状熱媒体とがある。

a 冷媒、冷却剤 冷媒は、冷却システムの中で熱伝達用として使用する薬剤で、作動媒体と冷却媒体がある。
作動媒体とは、流体の相変化を利用して、低温で熱を吸収し、高温で熱を放出する媒体で、同一薬剤でもエアコンの作動媒体のように、熱吸収を利用する冷房用
途では冷媒と呼ばれ、熱放出を利用する暖房用途では熱媒と呼ばれるが、ここでは併せて冷媒と呼ぶことにする。
冷却媒体とは、装置を冷却するために外部冷却源と装置の間にあって又は循環して、顕熱を利用して熱伝達する媒体。
冷却剤は、冷媒と被冷却体との間にあって、主として融解熱等の潜熱を利用して熱伝達する蓄冷剤・保冷剤などの薬剤。
ただし、熱入れに使用される水、ポリマー水溶液(ポリマー焼入剤など)、鉱油、などの水溶性および不水溶性の熱処理油は、#37を選択し、焼き入れガス、焼鈍
（焼き鈍し）ガス、溶融塩（塩浴）、溶融金属などの金属の熱処理に用いる加工助剤は、#33-bを選択する。

b 熱媒、加熱剤 熱媒は、加熱システムの中で熱伝達用として使用する薬剤で、作動媒体と加熱媒体がある。
作動媒体とは、物質が化学変化を利用して、低温で熱を吸収し、高温で熱を放出するケミカルヒートポンプの媒体。ただし、流体の相変化を利用するヒートポンプ
の作動媒体（熱媒及び冷媒）は、#42-aを選択する。
加熱媒体とは、装置を加熱するために外部熱源と装置の間にあって又は循環して、顕熱を利用して熱伝達する媒体。
加熱剤は、物体を加熱する際に化学反応熱を利用する薬剤や熱媒と被加熱体との間にあって、主として潜熱（凝固熱等）を利用して熱伝達する蓄熱剤・保温剤な
どの薬剤。

z その他
43 不凍液 不凍液は、機関冷却水の凍結防止や集熱器、配管の凍結破損の防止のために冷却媒体（水）に添加される薬剤。冷却装置のさび止め・防食なども兼ねる場合が

多い。不凍剤の慣用語である。

a 不凍液（ＬＬＣ等） 不凍液は、上記#43を参照。LLCはロングライフクーラントの略称で、自動車のオーバーヒートの予防、凍結防止、防錆の目的で用いられる不凍液のこと。
b 防錆剤、防食剤 防錆剤は、冷却装置、配管等の内部でさびが発生するのを防止するために用いられる薬剤。

防食剤は、金属表面に保護膜を形成し、金属が腐食性物質に侵されるのを防止するために用いられる薬剤。

z その他
44 建設資材添加物（コンク

リート混和剤、木材補強
含浸剤等）

ここでいう「建設資材」とは、主にセメント、コンクリート、アスファルト及び木材・木質材料を指す。ただし、これらの添加物等として用いられるワックス、塗料、接着
剤、プラスチック、セラミックスは、それぞれ#14、#15、#23、#27、#31を選択する。ここで建設資材添加物とは、これら以外のコンクリートやせっこうへ添加される混
和材料及び木材改質剤等を指す。
混和材料は、セメント、水、骨材以外の材料で、コンクリートなどに特別の性質を与えるために、打ち込みを行う前までに必要に応じて加えられる材料。混和材料
には、混和剤と混和材がある。
混和剤は、混和材料の中で、使用量が少なく、それ自体の容積がコンクリートなどの練上がり容積に算入されないもの。
混和材は、混和材料の中で、使用量が比較的多く、それ自体の容積がコンクリートなどの練上がり容積に算入されるもの。

a 表面硬化剤 表面硬化剤は、コンクリートなどの内部に浸透し、その表面を硬化するために用いられる薬剤。コンクリート表面養生剤、ヘアークラック防止剤もここに該当する。
クラックとは、亀裂、ひび割れのこと。住宅の場合、建物の外壁や内壁、基礎などにできる亀裂やひび割れのことをさす。ごく小さく、深さのあまりないクラックを髪
の毛に例えてヘアークラックと呼ぶ。

b コンクリート混和剤（強化剤、
減水剤）

コンクリート混和剤は、練り混ぜの際に必要に応じてコンクリートなどに加えられる混和材料の中で、使用量が少なく、それ自体の容積がコンクリートなどの練り上
がり容積に参入されないもの。
強化剤、減水剤は、コンクリートなどの単位水量を増やすことなく流動性をよくするか、流動性を変えることなく単位水量を減らすために用いられる混和剤。なお、
その他に、ＡＥ剤、ＡＥ減水剤、高性能ＡＥ減水剤、高性能減水剤、硬化促進剤等の混和剤がある。
ＡＥ剤とは、コンクリートの中に多数の微細な独立した空気泡を一様に分布させ、ワーカビリティ及び耐凍害性を向上させるために用いられる混和剤。空気連行剤
と同義。
ＡＥ減水剤とは、ＡＥ剤と減水剤との両方の性能を兼ね備えた混和剤。
高性能ＡＥ減水剤とは、空気連行性をもち、ＡＥ減水剤よりも高い減水性能及び良好なスランプ保持性能を持つ混和剤。
高性能減水剤とは、スランプを一定とした条件で単位水量を大幅に減少させるか、又は単位水量を一定とした条件でスランプを大幅に増加させる混和剤。
硬化促進剤とは、セメントの水和を早め、初期材齢の強度発現を大きくするために用いられる混和剤。

c 離型剤、消泡剤 離型剤は、コンクリートの型離れを良くする薬剤。
消泡剤は、破泡剤、抑泡剤の総称。特殊な界面活性剤又はシリコーン油が用いられる。
破泡剤は、生成した泡まつを消す作用のある薬剤。
抑泡剤は、起泡作用を抑止する薬剤。
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d 木材補強含浸剤、木質板添
加剤

木材補強含浸剤は、木材に含浸させ、化学処理をすることで、木材に耐候性、耐久性、寸度安定性、可塑性などを付与することを目的に用いられる薬剤。ただし、
木材防腐及び防蟻剤は、#18-aを選択する。
木質板添加剤は、木質材料から木質板等を製造する際に添加される薬剤。難燃剤、ホルムアルデヒド捕集剤、高分子化合物、酸化防止剤などがある。ただし、
ワックス、塗料及び接着剤は、それぞれ#14、#15及び#23を選択する。

e 防汚剤[#17-b,cを除く]、防水
剤、撥水剤

防汚剤は、建設資材に汚れが付着するのを防止する薬剤。なお、一度付いた汚れを落ちやすくする加工剤もここに含まれる。
防水剤は、コンクリート、木材・木質材料、せっこうボード等の水、湿分による強度劣化に抵抗性を持たせるために用いられる薬剤。
撥水剤は、建設資材の表面に水をはじく性質を与える薬剤。なお、建設資材の表面に油をはじく性質を与える撥油剤として有機フッ素化合物等があるが、それら
は同時に撥水作用も示すことからここに該当する。

z その他 石綿飛散防止剤などが該当する。

45 散布剤は、環境中（大気、水域、土壌）へ散布することによって機能を発揮する薬剤の総称。土壌改良剤、凍結防止剤など土木資材・農業資材・公園資材用など
が該当する。
埋立処分前処理薬剤は、煤じん、飛灰などを廃棄物処分場に埋め立てる前に無害化したり、環境中に飛散しないために散布する薬剤の総称。

a 凍結防止剤（融雪剤等） 凍結防止剤は、冬季の道路・滑走路・農地・ゴルフ場・校庭などの路面の氷雪を除去するため散布する薬剤。
融雪剤、融雪促進剤、滑り止め剤、融氷雪剤、融雪防滑剤、凍結遅延剤は、ここに該当する。

b 土壌改良剤、地盤改良剤 地盤改良とは、地盤の支持力の増大や沈下の抑制を目的とした、土の締固め、脱水、団結、置換などの処置。土壌改良とは、土壌を耕作等に適するように改良
するため、地力を増進させることを目的として行われる。これらの処置のために用いられる薬剤を土壌改良剤あるいは地盤改良剤と呼ぶ。

c 消火剤 消火剤は、火災の際に冷却効果、窒息効果（空気の遮断）を利用して火を消す薬剤。一般的には消火器に入っている薬剤を指す。

d 人工降雨剤 人口降雨剤は、結晶格子の分子配列の形や間隔が雪の結晶に似ており、雲の中に小さな氷の粒が少ない際に投入される薬剤。あるいは、温度を下げ、雲粒を
氷にするために投入される薬剤。雲のない所に雨を降らせるのではないので、事実上は人工増雨剤である。

e 油処理剤 油処理剤は、流出油処理剤とも呼ばれ、海上や河川に流出した油類を乳化分散するための薬剤。

f 粉塵結合剤、粉塵防止剤、煤
塵処理剤

粉塵結合剤は、大気への排出を減少させるために、粉状又は破砕物質の微細に分離された固体粒子を制御するために使用される薬剤。
粉塵防止剤は、土砂、石炭、鉱石などの微細な粉塵が風によって飛散するのを防止する薬剤で、界面活性剤や水溶性高分子などがある。
煤塵処理剤は、燃料やゴミ等の燃焼過程で生じるすす、灰などの燃焼ガス中に含まれる個体粒状物質の飛散防止　有害物質の固定化・無害化などの処理に用
いられる薬剤で、重金属固定化剤、固化剤、安定化剤、キレート化剤、硬化剤、溶融補助剤などがある。

z その他 スキー場で用いられる雪面硬化剤、融雪防止剤などが該当する。

46 通常、溶融還元精錬などで得られる金属は各種の不純物元素が混入している素金属である。
分離・精製プロセス剤は、これらの不純物金属等を分離除去する工程で用いられる薬剤を指す。

a 浮選剤（捕収剤、起ほう剤、
条件剤）、金属浸出剤

鉱業、金属製造業等で製錬前の金属の分離・精製に用いられる薬剤がここに該当する。なお、浮選とは、鉱石の細粉を水系サスペンションから気泡を用いて浮上
させ、目的とする鉱石を他の鉱石と分離すること。
浮選剤は、浮選に使用する薬剤の総称。
補収剤は、特定の種類の固体粒子の表面に選択的に疎水性を付与し、又はそれを助長するために用いられる薬剤。
起ほう剤は、フロス浮選において、気ほうの発生と分散を助けるとともに、フロスを安定させるために用いられる薬剤。
条件剤は、補収剤と起ほう剤を除く浮選剤の総称で、以下の活性剤、抑制剤、硫化剤、pH調整剤などがある。
活性剤とは、活性化を行うために用いられる浮選剤。
抑制剤とは、特定の種類の固体粒子の浮遊を抑制するために用いられる薬剤。
硫化剤とは、浮選において、ある種の非硫化鉱物を活性化するために鉱物表面を硫化物に変化させる薬剤。
pH調整剤とは、浮選パルプの水素イオン濃度を調節するために用いられる薬剤。
金属浸出剤は、鉱石から金属成分を溶出させる薬剤で、酸、塩基、ハロゲン、チオシアン酸塩、チオ硫酸塩及びその他の錯イオン形成剤などが該当する。

b 凝集剤、分散剤、金属捕捉剤 凝集剤は、凝集現象を起こし、又は助けるために用いられる薬剤。
分散剤は、分散現象を起こし、又は助けるために用いられる薬剤。
金属捕捉剤は、捕集剤とも呼ばれ、粒子表面を疎水化して気泡に付着しやすくし、浮遊選鉱に用いて目的とする鉱石粒子を捕集するために用いられる薬剤。

[抽出・精製溶剤は#07] z その他

分離・精製プロセス剤
《鉱業、金属製造業での
用途》

散布剤、埋立処分前処
理薬剤（融雪剤、土壌改
良剤、消火剤等）
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47 燃料、燃料添加剤 燃料は、熱エネルギーを発生する薬剤で、石炭、石油などの化石燃料、生産活動により発生する副生燃料などが該当する。なお、燃料電池の燃料もここに該当
する。
また、詳細用途b～zの燃料添加剤等は、燃料に加えられる薬剤の総称であり、厚生労働省・経済産業省・環境省告示第二号（平成二十三年三月二十二日）に示
される化学物質以外は製造数量等の届出が必要である。
ウラン等の核燃料物質（放射性物質）は、化審法対象外である。

a 燃料 上記#47の定義を参照。

b 燃料添加剤（清浄分散剤、酸
化防止剤、粘度指数調整剤、
摩擦低減剤、防錆剤等）

燃料添加剤は、以下の薬剤の総称で、燃料油添加剤ともいう。
清浄分散剤は、主に内燃機関用潤滑油に添加し、燃料の燃焼などによって副生する酸成分を中和したり、スラッジを分散させたりする薬剤。
酸化防止剤は、燃料成分の酸化で生じるラジカルの発生抑制、不活性化によって、過酸化物の生成を防止する薬剤。
粘度指数調整剤は、温度に伴う油の粘度変化を小さくし、粘度指数を改善する薬剤。
摩擦低減剤（潤滑性向上剤）は、燃料ポンプ等の修道面の摩擦を低減する薬剤。
防錆剤は、燃焼機関等のさび止めのために用いられる薬剤。
燃料油貯蔵安定剤は、重質燃料油中のスラッジの凝集や沈降を防止し、その貯蔵時の安定化を図るために用いられる薬剤。
流動点降下剤は、潤滑油、燃料油などが流動し得る最低の温度を降下させる薬剤で、低温流動性向上剤ともいう。

c 燃焼改良剤（燃焼促進剤、セ
タン価向上剤、アンチノック剤
等）

燃焼改良剤は、以下の薬剤の総称。
燃焼促進剤（助燃剤）は、燃料の燃焼を促進し、不完全燃焼による油煙の生成を少なくする薬剤。
セタン価向上剤は、ディーゼルエンジンのノッキングを軽減するために軽油に加えられる添加剤で、ディーゼル燃料油の着火性を向上させる薬剤。
アンチノック剤は、ガソリンのアンチノック性を向上させるために用いられる薬剤。
スラッジ分散剤は、重質油のスラッジを分散させ、燃焼性向上や燃料タンク内堆積物を減少させるために用いられる薬剤。

d 氷結防止剤、着臭剤 氷結防止剤は、吸入空気中の微量水分の気化器での氷結による障害を防止するために用いられる薬剤。
着臭剤は、ガス類が漏洩した場合に、人間の嗅覚で容易に感知し得るようにするために燃料用や燃料電池用に用いられるガスに添加する特有な臭気を有する
薬剤。付臭剤ともいう。

z その他 その他に以下の薬剤が該当する。
帯電防止剤は、ガソリン、ジェット燃料に添加して急速燃料補給などにより発生する静電気の滞留による火災を防止する薬剤。
微生物抑制剤は、油中に発生するバクテリア、カビによるスラッジ生成、フィルタ閉塞を防止し、殺菌効果も有する薬剤。ジェット燃料に添加される。
黒煙防止剤は、ディーゼルエンジンからの排気ガス中の未燃カーボンによる黒煙の発生を防止する薬剤。
灰分改質剤は、重油中のバナジウム、ナトリウムが燃焼時に低融点化合物を形成し、炉壁に付着して高温腐食を起こすことに対し、灰分の融点を高めることで堆
積物の炉壁への付着を防止する薬剤。
エマルション破壊剤は、重油中に乳化状態で混入した水分を分離させる薬剤。
標識剤は、灯油及びA重油に添加し、軽油へ混合する脱税行為を確認するために添加する薬剤。紫外線を照射すると蛍光を発する。

　上記以外

98 その他の原料、その他
の添加剤

ｚ その他の原料、その他の添
加剤

用途番号#01～47に該当しない用途。用途不明の場合が該当する。

99 輸出用 a 輸出用
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用途分類の選択フロー～簡易版～

輸出分は
あるか？

#99

中間物用途
はあるか？

#0１ #10～47, #98#02～09

溶剤用途
はあるか？

国内供給分

届出対象
優先評価化学物質

一般化学物質

輸出分
いいえ

いいえ
はい

はい

はい

資料－３



用途分類の選択フロー～詳細版～届出対象
優先評価化学物質

一般化学物質

中間物？ 矢印下向きはYES
右方向はNo

溶剤？

着色剤
（染料・顔料）

#12
水系洗浄剤1

(工業用)

殺生物剤？

輸出用？

#13
水系洗浄剤2

(業務・家庭用)

#16
印刷

インキ等

#15
塗料、コー
ティング剤

#25
合成繊維、
繊維処理剤

#17
船底塗料用
防汚剤等

#15
塗料、コー
ティング剤

#26
紙・パルプ

薬品

#29
皮革

処理剤 #11
着色剤

#15
塗料、コー
ティング剤

#23
接着剤

粘着剤等

#25
合成繊維

繊維処理剤

#14
ワックス

#37
金属加工油

防錆剤

#26
紙・パルプ

薬品

#38
電気・電子

材料

#17
船底塗料用
防汚剤等

#31
陶磁器

耐火物等

#12
水系洗浄剤1

(工業用)

#32
研削砥石
研磨剤等

#30
ガラス、ほう
ろう、セメント

#26
紙・パルプ

薬品

#10 化学プロセス
調節剤

#15 塗料、
コーティング剤

#16 印刷インキ
複写用薬剤

#22 芳香剤、
消臭剤

#21 火薬類

#28 合成ゴム、
ゴム用添加剤等

#29 皮革処理剤

#39 電池材料

#30 ガラス、
ほうろう、セメント

#41 乾燥剤、
吸着剤

#40 水処理剤

#27 プラスチック、
プラスチック添加剤等

#26 紙・パルプ
薬品

#25 合成繊維、
繊維処理剤

#24 フォトレジスト
材料、写真材料等

#23 接着剤、
粘着剤等

#44 建設資材
添加物

#43 不凍液

#42 熱媒体

#31 陶磁器
耐火物等

#32 研削砥石、
研磨剤等

#33 金属製造
加工用資材

#35 溶接材料、
ろう接材料等

#36 作動油、絶縁
油、潤滑油剤等

#37 金属加工油、
防錆油

#38 電気・電子材料

#98 その他の
原料、添加剤

#47 燃料、
燃料添加剤

#46 分離・精製
プロセス剤

#45 散布剤、
埋立処分前処理薬剤

#34
表面

処理剤

#40
水処理剤 #18

殺生物剤1
(成形品用）

#19
殺生物剤2
(工業用)

#15,17,23,25,26,37,40以外

#12,13,15,16,
25,26,29以外

#25,26以外

#12-15,17,25-27,
30-32,38,44以外

#14 ワックス

#17 船底塗料
用防汚剤等

#44
建設資材
添加剤等

#13
水系洗浄剤2

(業務・家庭用)

#01
中間物

#02-09
溶剤

#02
塗料、印刷
インキ等用

#03
接着剤

粘着剤等用

#04
金属

洗浄用

#05
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
洗浄用

#06
その他の
洗浄用

#08
ｴｱｿﾞｰﾙ用

#07
工業用

#09
その他
溶剤

表面処理用
の薬剤？

#99
輸出用

#25
合成繊維、
繊維処理剤

#13
水系洗浄剤

(業務・家庭用)

#12
水系洗浄剤

(工業用)

#27
プラス

チック等

水系洗浄剤？

#26
紙・パルプ

薬品

#25
合成繊維

繊維処理剤

#20
殺生物剤3

(業務・家庭用)



平成27年6月

資料－４

用途分類の選択索引

＜ご利用の前に＞

■本索引は、用途分類の選択フローを用いた結果、用途分類の選択が難しい方のた

めに作成されました。

■本索引で、化学物質の機能を示す用途「○○剤」から索引し、主に該当する「届出

書に記載する用途番号(#)」を見ることができます。

■ 本索引は、用途分類の方法の『原則３』※を用いる際の参考にもしていただけます。

（あらかじめ、排出量がより大きく見積もられる用途分類が色づけされています。）

■ 本索引を用いて、用途分類を選択する際には、以下の点にご注意ください。

１．「用途分類方法について」及び「用途分類参考資料集」内の他の資料と一緒に

ご利用ください。

２．用途分類解説資料に掲載されている用語だけが挙げられています。

３．索引した用語と、「届出書に記載する用途番号(#)」との組合せは、あくまで主に

想定される組合せですので、実態に応じて、本索引で挙げられた用途番号以外

で届出をしていただいても結構です。

■索引した結果、想定していた用途分類でない場合、または用語が索引に掲載され

ていない場合には、別の類似する用語で索引してください。

■わからない場合は、届出をされる前に、お問い合わせください。

※「用途分類方法について」
（http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/files/information/ra/use_category_001.pdf）

をご覧ください。本索引ではあらかじめ排出量がより大きく見積もられる用途分類が

色づけされています。



用途分類の選択索引 資料－４

あ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

圧延油基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-a

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

圧電体
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

油処理剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-e

泡消し剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

アンチノック剤 47 燃料、燃料添加剤 47-c
安定化剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-e

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-d
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-f

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-d

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-e
安定剤 10 化学プロセス調節剤 10-d
イオン交換樹脂 10 化学プロセス調節剤 10-b
イオン交換樹脂再生剤 40 水処理剤 40-e
イオン交換体 40 水処理剤 40-c
イオン交換膜 10 化学プロセス調節剤 10-b
印刷版 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-a
ウインドウォシャー液 13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-a
液晶材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-b

エッチング処理薬剤 34 表面処理剤 34-g
エラストマー 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-a
煙火 21 火薬類[煙火を含む] 21-a
煙霧防止剤

34 表面処理剤
“ミスト防止剤”も参照し
てください。

34-b

織編油剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
織編油助剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
オリゴマー 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 熱硬化塗料用 15-c

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 光硬化塗料用 15-c

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

紫外線硬化インキ用 16-c

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

電子線硬化インキ用 16-c

24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感光性樹脂 24-b
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感電子性樹脂 24-b

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

1/17 



用途分類の選択索引 資料－４

か

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

開始剤 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b
害虫駆除剤

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-a

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-a
界面活性剤

12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-a

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-a

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-b

化学蒸着 34 表面処理剤 34-d
架橋剤

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-m

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-c

架橋助剤
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-m

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-c
架橋密度向上剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g
拡散処理 34 表面処理剤 34-c
拡散めっき 34 表面処理剤 34-c
隔膜 10 化学プロセス調節剤 10-b
火工品 21 火薬類[煙火を含む] 21-a
嵩高剤 26 紙・パルプ薬品 26-g
加脂剤 29 皮革処理剤 29-b
ガス 35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 溶接用 35-c

35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 溶断用 35-c
ガス吸着剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-b
ガス発生剤 21 火薬類[煙火を含む] 自動車安全部品用 21-b
ガス滅菌剤

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-b

化成処理薬剤 34 表面処理剤 34-c
可塑剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-e

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-d

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-c

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-c

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-d
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-c

滑剤
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

内部 27-g

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

外部 27-j

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 内部 28-f
28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 外部 28-i
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-d
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-c

活性剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
活物質 39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b
カップリング剤 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b
加熱剤 42 熱媒体 42-b
加熱媒体 42 熱媒体 42-b
火薬 21 火薬類[煙火を含む] 21-a
ガラス加工助剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-c
ガラス原料 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-a
ガラス添加剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-b
加硫活性剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-b
加硫剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-c
加硫促進剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-b
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

“柔軟剤”、“平滑剤”、
“消泡剤”、“耐電防止
剤”、“乳化剤”、“濡れ
剤”、“分散剤”、“防曇
剤”、“起ほう剤”、“媒染
剤”等も参照してくださ
い。

2/17 



用途分類の選択索引 資料－４

か

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

加硫促進剤助剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-b
皮張り防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-f

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-e
感圧色素

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

還元剤 40 水処理剤 40-d
感光剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-c
含浸補強剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-e
乾燥剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-a
乾燥促進剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-j

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-i

感熱色素
16

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

顔料 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-a
15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-b

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-b
26 紙・パルプ薬品 26-a

希釈剤
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-e

起ほう剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
吸収剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-c
吸着剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-b
強化剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-b

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

凝集剤 40 水処理剤 40-e
46 分離・精製プロセス剤 46-b

強誘電体
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

共力剤
19

殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-a

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-a
極圧添加剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

キレート剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-c
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-m

均染剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-o
金属イオン封鎖剤 40 水処理剤 40-b
金属イオン捕捉剤 40 水処理剤 40-b
金属浸出剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
金属捕捉剤 46 分離・精製プロセス剤 46-b
クラック

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-a

グリース増ちょう剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-d

黒染処理 34 表面処理剤 34-c
クロメート処理 34 表面処理剤 34-c
燻煙剤

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-b

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

蛍光増白剤 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-b
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-b
26 紙・パルプ薬品 26-a

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-a

形態安定加工剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-h
結晶核剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-f

ゲル化防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f
減感剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g
減極剤 39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b
研削砥石原料 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-a
研削砥石添加剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
研削油剤基油

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-a

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

顕色剤
16

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

減水剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

現像剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-h
研磨剤原料 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-a
研磨剤添加剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
研磨助剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
研磨性付与剤

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-h

光学フイルム材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-d

光学分割剤 10 化学プロセス調節剤 10-e
硬化剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-m

33 金属製造加工用資材 （鋳造用） 33-c
硬化促進剤 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-n

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

光輝剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-b
高吸水性材料

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-b

抗菌剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-i
18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-c

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-g
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-j

硬水軟化剤 40 水処理剤 40-b
合成原料 01 中間物 01-a
合成ゴム 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-a
合成紙

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-a

高性能ＡＥ減水剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

高性能減水剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

か

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

合成皮革
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-a

酵素 13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d
光沢付与剤 34 表面処理剤 34-b
香料 22 芳香剤、消臭剤 洗浄剤用 22-a
コーティング剤 26 紙・パルプ薬品 26-c
固化剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-h
固体潤滑剤

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-d

固体潤滑剤原料 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-a
固体潤滑材添加剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
固体電解質材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

固着剤 26 紙・パルプ薬品 26-e
ゴム再生剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-k
コンクリート混和剤

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

混合材 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-h
昆虫誘引剤

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-a

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-a
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

さ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

細菌増殖抑制剤 18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a
サイズ剤 26 紙・パルプ薬品 26-b
再付着防止剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-c

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d
殺菌剤 18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-c

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
殺虫剤 18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

不快害虫用 19-a

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 不快害虫用 20-a
作動媒体 42 熱媒体 42-a

42 熱媒体 42-b
作動油添加剤

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

作動油の基油
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-a

さび止め剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

“防錆剤”、“腐食防止
剤”、“防食剤”も参照し
てください。

36-e

酸化剤 40 水処理剤 40-d
酸化防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-e

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-d

35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 35-b

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-d

47 燃料、燃料添加剤 47-b
仕上げ加工薬剤 29 皮革処理剤 29-b
シールド材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-e

紫外線カット剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-b
紫外線吸収剤 13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-j
色材 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-a
色素 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-a

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

色素形成カプラー 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 カラー写真用 24-d
磁性材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-a

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-f

湿式めっき 34 表面処理剤 34-a
湿潤剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-j

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-i

地盤改良剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-b

重合開始剤 01 中間物 01-b
15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-m

重合禁止剤 10 化学プロセス調節剤 10-d
重合原料 01 中間物 01-a
重合調節（停止）剤 10 化学プロセス調節剤 10-d

“安定化剤”も参照してく
ださい。

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

さ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

集束剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-c
30 ガラス、ほうろう、セメント 30-b

集電体 39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b
充填剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-e

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-d

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-c

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-e

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-d
柔軟剤 13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-b

26 紙・パルプ薬品 26-g
柔軟仕上げ剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-g
樹脂 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] コーティング剤用 15-a

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 塗料用 15-a

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

インキ用 16-a

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

トナー用 16-a

17 船底塗料用防汚剤、漁網用防汚剤 防汚剤用 17-a
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 シーリング材用 23-a
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 接着剤用 23-a
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 粘着剤用 23-a
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感光性 24-a
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感電子性 24-a

潤滑剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-l
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-c
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b

潤滑油剤添加剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

潤滑油剤の基油
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-a

蒸解薬液 26 紙・パルプ薬品 26-h
消火剤

45
散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-c

焼結助剤 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-b
条件剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
消臭剤 22 芳香剤、消臭剤 22-c
焦電体

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

消毒剤
19

殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-c

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
消泡剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-c

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-f

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-e
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-p
26 紙・パルプ薬品 26-k
40 水処理剤 40-e

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-c

除菌剤 20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
触媒 10 化学プロセス調節剤 10-a
触媒担体 10 化学プロセス調節剤 10-a
除草剤（非農耕地用） 20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-e
紙力増強剤 26 紙・パルプ薬品 26-e
シロアリ駆除剤 20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-c
真空めっき（蒸着等）薬剤 34 表面処理剤 34-d
人工降雨剤

45
散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-d

親水加工剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-f
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

さ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

浸炭薬剤 34 表面処理剤 34-e
浸透剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-g

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-o
水溶性金属加工油添加剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

水溶性金属加工油の基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-a

水溶性処理薬品 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-h
水溶性防錆剤添加剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

スコーチ防止剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-f
スパッタリング処理薬剤 34 表面処理剤 34-g
滑り性付与剤

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-h

スライムコントロール剤 26 紙・パルプ薬品 26-i
成形品基材 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-a

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-a

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-a
清浄分散剤

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

47 燃料、燃料添加剤 47-b
精練洗浄剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-l
セタン価向上剤 47 燃料、燃料添加剤 47-c
絶縁材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-e

39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-a
絶縁油の基油

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-b

石鹸 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-a
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-a

切削油剤基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-a

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

接種剤 33 金属製造加工用資材 33-a
接着促進剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-d
セパレータ

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

コンデンサ用 38-c

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

燃料電池用 38-c

セパレータ材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-a
セメント原料 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-g
前駆重合体 01 中間物 01-a
洗剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-a

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-a
洗浄剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-l

26 紙・パルプ薬品 26-k
染色助剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-o
染料 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-a

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-b

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-b
26 紙・パルプ薬品 26-a

染料固着剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-e

“樹脂”も参照してくださ
い。

溶剤(#04～06)も参照し
てください。

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

さ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

増感剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-c

24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-m

増粘剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-f

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-e
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-c
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

造膜助剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-g

ソーピング剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-l
促染剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-o
素練促進剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-f
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

た

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

耐荷重添加剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

耐火物原料 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-a
耐火物添加剤 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-b
帯電防止剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-f

26 紙・パルプ薬品 26-d

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-i

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-h
耐熱安定剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f
脱灰剤 29 皮革処理剤 29-c
脱酸素剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-c
脱脂剤 29 皮革処理剤 29-b

29 皮革処理剤 29-c
脱臭剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-b
脱硝剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-b
脱水剤 41 乾燥剤、吸着剤 41-a
脱水助剤 40 水処理剤 40-e
脱墨剤 26 紙・パルプ薬品 26-k
脱硫剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-k
脱蝋 10 化学プロセス調節剤 10-b
脱蝋助剤 10 化学プロセス調節剤 10-b
窒化薬剤 34 表面処理剤 34-e
着臭剤 47 燃料、燃料添加剤 47-d
着色剤 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-a

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-b

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-b

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-b
26 紙・パルプ薬品 26-a
29 皮革処理剤 29-b

着色助剤 29 皮革処理剤 29-b
注型発泡用材料

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-l

注型用材料
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-l

中和剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-f
超電導材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-a

沈降防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f
28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-g

常誘電体
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

抵抗体材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

定着剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-f
26 紙・パルプ薬品 26-b

電解液材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-a
電解質材料 39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-a
添加剤
電荷制御剤

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-h

電極材料 39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b
電子記憶媒体材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-f

電子写真感光体 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-c
転写剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 絵付け用 30-e
展着剤 18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-b

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-d

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-f
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

#02～98のいずれかに該当します。より詳細な用途で検索してください。
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用途分類の選択索引 資料－４

た

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

填料 26 紙・パルプ薬品 26-b
凍結防止剤

45
散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-a

陶磁器原料 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-a
導電剤 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-h

39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b
導電材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-a

導電性改良剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g
塗型剤 33 金属製造加工用資材 鋳造用 33-d
土壌改良剤

45
散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-b

トナー
16

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-a

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

な

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

なめし剤 29 皮革処理剤 29-a
なめし前薬剤 29 皮革処理剤 29-c
難燃剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-j

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-h
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-d

26 紙・パルプ薬品 26-d

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-i

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-h
ニッケル処理剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-f
乳化剤 10 化学プロセス調節剤 10-c

14 ワックス（床用、自動車用、皮革用等） 14-b
15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-g

18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-b

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-d

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-f
22 芳香剤、消臭剤 22-d
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-e
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-p
26 紙・パルプ薬品 26-k
28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-g

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

濡れ剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-g

熱処理油基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-a

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

熱媒 42 熱媒体 42-b
粘結剤 33 金属製造加工用資材 鋳造用 33-c
燃焼改良剤 47 燃料、燃料添加剤 47-c
粘度指数向上剤

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

粘度指数調整剤 47 燃料、燃料添加剤 47-b
燃料 47 燃料、燃料添加剤 47-a
糊剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 捺染用 25-o
糊抜き剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-r
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

“分散剤”も参照してくだ
さい。
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用途分類の選択索引 資料－４

は

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

煤塵処理剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-f

媒染剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-o
バインダー 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-c

32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
39 電池材料（一次電池、二次電池） 39-b

バインダー成分 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-c
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b

爆薬 21 火薬類[煙火を含む] 21-a
波長変換剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-i

発色剤 11 着色剤（染料、顔料、色素、色材） 11-c
撥水剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-j

25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-i
26 紙・パルプ薬品 26-f
29 皮革処理剤 29-b

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-e

抜染剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-n
発泡剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-k

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-j
発泡体

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-a

撥油剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-i
26 紙・パルプ薬品 26-f
29 皮革処理剤 29-b

半導体材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-b

光安定剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-f
光塩基発生剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d

24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-c
光吸収色素

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-f

光材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

電子機器用 38-d

光酸発生剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-d
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-c

光重合開始剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-c
光導波路材料

38
電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

光ファイバを含む 38-d

ピッチコントロール剤 26 紙・パルプ薬品 26-i
皮膜成分原料 34 表面処理剤 34-a
氷結防止剤 47 燃料、燃料添加剤 47-d
漂白剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-b

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-c
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-n
26 紙・パルプ薬品 26-j
29 皮革処理剤 29-b

漂白浴安定剤 26 紙・パルプ薬品 26-j
表面硬化剤

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-a

表面硬化処理剤 34 表面処理剤 34-e
表面シリル化処理薬剤 34 表面処理剤 34-f
表面調整剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-f
表面フッ素化処理薬剤 34 表面処理剤 34-f
ビルダー 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-c

13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-d
ファインセラミックス原料 31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-a
フィックス剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-e

26 紙・パルプ薬品 26-e
※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

は

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

封止材
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-e

フォトレジスト 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-a
不織布 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-a
腐食防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-i

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

40 水処理剤 40-a
不水溶性金属加工油添加剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-d

不水溶性金属加工油の基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

浮選剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
不凍液 43 不凍液 43-a
歩留向上剤 26 紙・パルプ薬品 26-e
プラスチック

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-a

ブラスト処理薬剤 34 表面処理剤 34-g
フラックス 33 金属製造加工用資材 33-b
フリット配合薬剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-e
プレス油基油

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

プレポリマー 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-b

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

注型用材料用 27-l

プロセス油添加剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-g

プロセス油の基油
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-c

ブロッキング防止剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-f

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-e
分散剤 10 化学プロセス調節剤 10-c

14 ワックス（床用、自動車用、皮革用等） 14-b
15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-h

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-g

22 芳香剤、消臭剤 22-d
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-f
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-e
25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-p
26 紙・パルプ薬品 26-k

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-c

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-g
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-c
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
46 分離・精製プロセス剤 46-b

粉塵結合剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-f

粉塵防止剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-f

分離膜 10 化学プロセス調節剤 10-b
40 水処理剤 40-c

平滑剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-g
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-e

変色防止剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-j
防炎剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-d

26 紙・パルプ薬品 26-d
防汚加工剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-i

“防錆剤、“さび止め
剤”、“防食剤”も参照し
てください。

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

“乳化剤”も参照してくだ
さい。

“難燃剤”も参照してくだ
さい。
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用途分類の選択索引 資料－４

は

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

防汚剤 17 船底塗料用防汚剤、漁網用防汚剤 船底塗料用 17-b
17 船底塗料用防汚剤、漁網用防汚剤 漁網用 17-c

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-e

防かび剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-i
18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a
20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-g

防蟻剤 18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a
20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-c

芳香剤 22 芳香剤、消臭剤 22-b
紡糸油剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
紡糸油助剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
防食（蝕）剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-d

防食剤
40 水処理剤 40-a

43 不凍液 43-b

防水加工剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-i
26 紙・パルプ薬品 26-f

防水剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-e

防スケール剤 40 水処理剤 40-a
防錆剤 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-d

15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-i
26 紙・パルプ薬品 26-e

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

40 水処理剤 40-a
43 不凍液 43-b
47 燃料、燃料添加剤 47-b

防錆剤添加剤
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

防錆油添加剤
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-d

防錆油の基油
37

金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-b

紡績油剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
紡績油助剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-k
防虫剤 20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 紙用 20-b

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 繊維用 20-b
膨張剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-h
防曇剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-h

30 ガラス、ほうろう、セメント 30-b
防腐剤 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 15-i

18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 18-a
18 殺生物剤1　[成形品に含まれ出荷されるもの] 木材用 18-a

19
殺生物剤2　[工程内使用で成形品に含まれないもの]
《工業用途》

19-c

20 殺生物剤3 《家庭用・業務用の用途》 20-d
23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-g
26 紙・パルプ薬品 26-i

36
作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

防藻剤 40 水処理剤 40-a
ほうろう加工助剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-f
ほうろう原料 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-d
ほうろう添加剤 30 ガラス、ほうろう、セメント 30-e

“さび止め剤”、“腐食防
止剤”、“防食剤”も参照
してください。

“さび止め剤”、“腐食防
止剤”、“防錆剤”も参照
してください。

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

は

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

補強材 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-d
捕収剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
ポリマー分解促進剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-e

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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用途分類の選択索引 資料－４

ま

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

マーセル化助剤 25 合成繊維、繊維処理剤　[不織布処理を含む] 25-q
摩擦材原料 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-a
摩擦材添加剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
摩擦調整剤 32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-b
摩擦低減剤 47 燃料、燃料添加剤 47-b
ミスト防止剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

“煙霧防止剤”も参照し
てください。

37-d

無機アルカリ 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-b
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-c

無機酸 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-b
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-c

無電解めっきの還元剤 34 表面処理剤 34-b
めっき薬剤 34 表面処理剤 34-a
めっき浴添加剤 34 表面処理剤 34-b
木材補強含浸剤

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-d

木質板添加剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-d

モノマー 15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 熱硬化塗料用 15-c
15 塗料、コーティング剤　[プライマーを含む] 光硬化塗料用 15-c

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

紫外線硬化インキ用 16-c

16
印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

電子線硬化インキ用 16-c

23 接着剤、粘着剤、シーリング材 バインダー成分 23-b
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感光性樹脂 24-b
24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 感電子性樹脂 24-b

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

注型用材料用 27-l

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

FRP用 27-m

や

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

有機アルカリ 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-b
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-c

有機酸 12 水系洗浄剤1　《工業用途》 12-b
13 水系洗浄剤2　《家庭用・業務用の用途》 13-c

有機半導体材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-b

融雪剤
45

散布剤、埋立処分前処理薬剤（融雪剤、土壌改良
剤、消火剤等）

45-a

誘電体材料
38

電気・電子材料
[対象材料等の製造用プロセス材料を含む]

38-c

油剤 29 皮革処理剤 29-b
油性剤

37
金属加工油（切削油、圧延油、プレス油、熱処理油
等）、防錆油

37-c

陽極酸化処理 34 表面処理剤 34-c
溶剤
溶射処理薬剤 34 表面処理剤 34-d
溶接フラックス 35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 35-a
溶融めっき 34 表面処理剤 34-a
抑制剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。

#02～09のいずれかに該当します。
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用途分類の選択索引 資料－４

ら

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

ラジカル発生剤
27

プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-k

ラテックス凝固剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-g
離型剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

内部 27-g

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

外部 27-j

28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 内部 28-f
28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 外部 28-i
30 ガラス、ほうろう、セメント 30-c
31 陶磁器、耐火物、ファインセラミックス 31-d
32 研削砥石、研磨剤、摩擦材、固体潤滑剤 32-c
33 金属製造加工用資材 鋳造用 33-d

44
建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-c

硫化剤 46 分離・精製プロセス剤 46-a
流滴剤

27
プラスチック、プラスチック添加剤、プラスチック加工
助剤

27-h

流動性付与剤
16

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）
[筆記用具、レジストインキ用を含む]

16-h

流動点降下剤
36

作動油、絶縁油、プロセス油、潤滑油剤（エンジン油、
軸受油、圧縮機油、グリース等）

36-e

リン酸塩処理 34 表面処理剤 34-c
冷却剤 42 熱媒体 42-a
冷却媒体 42 熱媒体 42-a
冷媒 42 熱媒体 42-a
レジスト添加剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-g
レジスト剥離剤 24 フォトレジスト材料、写真材料、印刷版材料 24-h
老化防止剤 23 接着剤、粘着剤、シーリング材 23-d
老化防止剤 28 合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤 28-e
ろう接フラックス 35 溶接材料、ろう接材料、溶断用材料 35-b
濾過助剤 40 水処理剤 40-e
濾過補助剤 10 化学プロセス調節剤 10-b

わ

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

ワックス 14 ワックス（床用、自動車用、皮革用等） 14-a
ワニス

02
塗料用・ワニス用・コーティング剤用・印刷インキ用・
複写用・殺生物剤用溶剤

02-c

その他

用語

届出書に
記載する
用途番号

(#)

用途分類 備考
用途分類
解説資料
該当箇所

ＡＥ減水剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

ＡＥ剤
44

建設資材添加物（コンクリート混和剤、木材補強含浸
剤等）

44-b

ＬＬＣ 43 不凍液 43-a
ｐＨ調節剤 26 紙・パルプ薬品 26-h

30 ガラス、ほうろう、セメント 30-c
40 水処理剤 40-d
46 分離・精製プロセス剤 46-a

※　同一用語が複数設定されている箇所について、出荷先等から情報は反映できず、複数の用途が想定されるが判断がつかない場合は、枠内が色づ
けされている用途番号を選択してください。ただし、この色づけは当該化学物質が高分子化合物に該当する場合にはその限りではありません。
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Use Category Sub Use Category

01 Intermediates a Synthetic raw materials, polymerization raw materials, prepolymers
b Polymerization initiators
z Others

Solvents　　　　　　　　
02 a Solvents for paints

b Solvents for paint removers
c Solvents for varnishes
d Solvents for coatings, solvents for resist inks

e Solvents for printing inks, solvents for devices

f Solvents for biocidal products
z Others

03
Solvents for adhesives, pressure sensitive adhesives and
sealants

a Solvents for diluent of adhesives, solvents for pressure sensitive adhesives

b Solvents for adhesive removers
c Solvents for binding plastic resins, solvents for rubber resins
d Solvents for sealants
z Others

04 Solvents for cleaning and degreasing metals a Solvents for cleaning, solvents for degreasing metals
z Others

05 Solevents for cleaning fablics a Solvents for dry cleaning
《laundry, dry cleaning industry》 b Solvents for stain removals, solvents for extracting of dry cleaning agents

z Others
06 Solvents for cleaning others a Photoresist developing solvents, resist removing solvents

[excl. #04,05] z Others

07 Solvents for chemical manufacture and processing a Solvents for synthesis

b Solvents for spinning, solvents for membranes

c Solvents for extraction, purification and refinings
d Solvents for diluents

[excl. #02-06] z Others
08 Solvents for aerosol a Solvents for aerosol, aerosol propellants

z Others
09 Other solvents z Other solvents

Not solvents
10 Chemical process regulators a Catalysts, catalyst supports

b
Ion exchange resins, ion exchange membranes, separation membranes,
diaphragms, dewaxing agents

c Emulsifiers, dispersing agents
d Polymerization regulators, polymerization inhibitors, stabilizers
e Optical resolution agents
z Others

11 Colorants a Coloring agents (e.g. dyes, pigments)
b Fluorescent brightening agents
c Color formers, color developers

[excl. #12,13,15,16,25,26,29] z Others
12 Washing and cleaning products (I) a Surface active agents

《Industrial use》 b Inorganic alkalis, organic alkalis, inorganic acids, organic acids, bleaching agents

c
Builders and additives (e.g. chelating agents, anti-redeposition agents, anti-
foaming agents )

d Corrosion inhibitors
[excl. #25,26] z Others

13 Washing and cleaning products (II) a Surface active agents
《Household use, Institutional use》 b Softening agents

c Inorganic alkalis, organic alkalis, inorganic acids, organic acids, bleaching agents

d
Builders and additives (e.g. chelating agents, anti-redeposition agents, enzymes,
fluorescent brighteners, UV absorbers)

z Others
14 Polishes and wax blends a Waxes

(e.g. for floors, cars, leathers) b Emulsifiers, dispersing agents
z Others

15 Paints and coatings a Resins for paints, resins for coatings

[incl. primers] b Colorants（e.g. dyes, pigments, bright agents）
c Monomers/oligomers for curing coating materials, binder components

d
Crosslinking agents, curing agents, thickeners, polymerization initiators, photoacid
generators, photobase generators

e Plasticizers, fillers
f Stabilizers

g
Anti-skinning agents, thickeners, anti-foaming agents, anti-blocking agents,
levelling agents, conductive agents

h
Emulsifiers, dispersing agents, wetting agents, penetrants, surface conditioners,
film-forming agents

i
Corrosion inhibitors, anti-corrosive agents, preservatives, antimicrobial agents
（antifungal agents, antibacterial agents）

j Siccatives, wetting agents, flame retardants, water repellent agents
z Others

16 a Resins for printing inks, resins for toners

b
Colorants (e.g. dyes, pigments), thermosensitive dyes, pressure-sensitive dyes,
fluorescent brighteners, developers

c Monomers/oligomers for radiation curable inks, sensitizers, photo initiators
d Plasticizers, fillers
e Stabilizers
f Anti-skinning agents, thickeners, anti-foaming agents, anti-blocking agents
g Emulsifiers, dispersing agents, wetting agents, penetrants, film-forming agents
h Charge control agents, flow agents , rub resistant agents, slipping agents
i Siccatives, pre-wetting agents
z Others

Use Category
code
(#)

Sub Use
Category code

Printing ink and toners
[incl. ink for stationaries and resist inks]

Solvents for paints, varnishes, coatings, printing inks and
biocidal products



Japanese Use Category under amended CSCL 資料－５

　　　　　　　　　　　

Use Category Sub Use Category
Use Category

code
(#)

Sub Use
Category code

17 a Resins for antifoulants [incl. additives]
b Antifoulants for ship bottom paints
c Antifoulants for fish nets
z Others

18 Biocidal products (I)
[On to/in to articles]

a
Antimicrobial agents（antifungal agents, antibacterial agents）, insecticides,
presevatives, anti-ant agents

b Spreading agents, emulsifiers
z Others

19
a

Biocides for nuisance（insect control agents, insect attractants, insecticide
synergists）

b Gas sterilants, fumigants

c
Antimicrobial agents（antifungal agents, antibacterial agents）, disinfectants,
preservatives

d Spreading agents, emulsifiers
z Others

20 Biocidal products (III) a Biocides for nuisance
《Household use, Institutional use》 b Biocides for fabric insect pest, moth repellent

c Anti-ant agents

d
Antimicrobial agents（antifungal agents, antibacterial agents）, disinfectants,
preservatives

e Non-crop land herbicides
f Spreading agents, emulsifiers
z Others

21 Explosive products a Low explosives, high exposives, explosive devices[excl. #21-ｂ], fireworks
[incl. fireworks] b Gas generants for automotive safety devices

z Others
22 Air fresheners, deodorizers a Fragrances (for washing and cleaning products) [excl. #22-ｂ,c]

b Air fresheners
c Deodorizers
d Emulsifiers, dispersing agents
z Others

23 Adhesives and sealants a Resins for adhesives, resins for sealants

b
Binder components（e.g. monomers, prepolymers, curing agents, curing
accelerators, initiators, coupling agents）

c Plasticizers, fillers
d Stabilizers

e
Anti-skinning agents, thickening agents, anti-foaming agents, anti-blocking
agents, leveling agents

f Surface control agents, dispersing agents
g Preservatives, antimicrobial agents（antifungal agents, antibacterial agents）
h Flame retardants, electroconductive agents
z Others

24 a Photo-, electron sensitive resins（e.g. photoresists, presensitized plates)
b Monomer/oligomers of photo-, electron sensitive resins

c
Photoresists, photoreceptors for electrography, photopolymerization initiators,
photoacid generators, photobase generators

d Dye-forming couplers
e Emulsifiers, dispersing agents
f Fixing agents, stabilizers

g
Hardening agents, sensitizers, desensitizers, crosslinking density enhancers,
polymerization initiators, resist additives

h Developers, water-soluble processing agents, resist removers
z Others

25 Textile products a Base materials for articles (synthetic fibers, nonwovens)
[incl. nonwoven fabric processing] b Coloring agents（e.g. dyes, pigments）, fluorescent brightening agents

c Sizing agents
d Anti-flaming agents, flame retardants
e Impregnated reinforcing agents, dye fixing agents
f Anti-static agents, hydrophilic agents
g Softening agents
h Form stabilizing agents

i
Water repellent agents, oil repellent agents, water proofing agents, soil resistant
finishing agents

j
Antimicrobial agents（antifungal agents, antibacterial agents）, anti-discoloration
agents, UV absorbers

k Spinning, knitting and weaving oils, spinning, knitting and weaving oil aids
l Washing agents, scouring and washing agents, lubricants
m Chleting agents
n Bleaching agents, discharging agents

o
Levelling agents, penetrants, dyeing accelerators, mordanting assistants, printing
pastes

p Emulsifiers, dispersing agents, anti-forming agents
q Mercerizing assistants
ｒ Desizing agents
z Others

26 Paper and boad products a Colorants（e.g. dyes, pigments）, fluorescent brightening agents
b Sizing agents, fixing agents, fillers
c Coating agents
d Anti-flaming agents, flame retardants, anti-static agents
e Paper strength additives, retention aids, fixing agents, corrosion inhibitors
f Water repellent agents, oil repellent agents, water proofing agents
g Bulking promoters, softening agents
h Cooking liquors, pH regulators
i Slimicides, pitch control agents
j Bleaching agents, stabilizers for bleaching bath
k Emulsifiers, dispersing agents, anti-forming agents, de-inking agents, detergents
z Others

Antifoulants for ship bottom paints, antifoulants for fish
nets

Biocidal products (II)
[Not onto/in to articles]
《Industrial use》

Photoresist materials, photographic materials and printing
plate materials
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Use Category Sub Use Category
Use Category

code
(#)

Sub Use
Category code

27 Plastic products
a

Base materials for molded products(e.g. plastics, artificial leathers, artificial
papers, foam products)

b Super water-absorbing materials
c Plasticizers, dispersing agents
d Stabilizers
e Fillers, diluents, polymer decomposition accelerators
f Nucleating agents
g Internal lubricants, internal mold release agents
h Anti-clouding agents, anti-fogging agents
i Flame retardants, anti-static agents, wavelength conversion agents
j External lubricants, external mold release agents
k Foaming agents, radical generators
l Casting, foam casting materials（e.g. monomers, prepolymers）

m
Curing agents, closslinking agents, closslinking  aids, sensitizers, polymerization
initiators

n Curing accelerators
[excl. #15,16,23,25,28] ｙ Other additives (e.g. reforming agents)

[Colorants : #11] z Others
28 Rubber products a Base materials for molded products (e.g. elastomers, synthetic rubbers)

b Vulcanization accelerators, vulcanization accelerator activators
c Vulcanizing agents, crosslinking agents, crosslinking coagents
d Plasticizers, reinforcing materials, fillers
e Stabilizers（e.g. anti-degradants, anti-oxidants）

f
Anti-scorch agents, masticating accelerators（peptizering agents）, internal
lubricants, internal release agents

g Latex coagulants, emulsifyings, dispersing agents, anti-settling agents
h Flame retardants,  anti-static agents
ｉ External lubricants,  external mold release agents
j Blowing agents
k Rubber reclaiming agents
ｙ Other additives

[Colorants : #11] z Others
29 Leather products a Tanning agents

b
Tanning finishing agents（e.g. bleaching agents, colorants and auxiliaries, water
repellent agents, leather oils, defatting agents, fatliquoring agents）

c Pretanning agents（e.g. defatting agents, deliming agents）
z Others

30 Glass, enamel and cement products a Glass raw materials

b
Glass additives（e.g. tenpering agents, sizing agents, anti-clouding agents, UV
cutting agents）

c Glass processing aids（e.g. mold release agents, pH regulators）
d Enamel raw materials
e Enamel additives（e.g. transfer printing agents, materials for frit production）
f Enamel processing aids（e.g. neutralizing agents. nickel-treatment agents）
g Cement raw materials

h
Cement additives（e.g. additives for blended cements, expansive agents,
hardening agents）

[Colorants : #11] z Others
31 Ceramics and porcelain, refractory and fine

ceramics products
a

Raw materials of ceramics, raw materials of porcelain, refractory raw materials,
fine ceramics raw materials

b
Ceramics additives, porcelain additives, refractories additives,  fine ceramics
additives（e.g. sintering aids）

c Molding aids（e.g. binders, ｔhickeners, plasticizers, lubricants, dispersing agents）
d Lubricants, mold release agents

[Colorants : #11, fine ceramics for electron : #38] z Others
32 Grinding wheel, abrasive compound, ｆriction material and

solid lubricant products
a

Raw materials of grinding wheel , raw materials of abrasive compound, raw
materials of ｆriction material, raw materials of solid lubricant

b
Grinding wheel additives, abrasive compound additives,  ｆriction material
additives, solid lubricant additives

c Lubricants, mold release agents
[Colorants : #11] z Others

33 Metal products a Metal additives （e.g. inoculation agents）
b Metalworking aids（e.g. fluxes）
c Molding sand binders, curing agents for binders, molding sand additives
d Release agents
z Others

34 Surface treatment chemicals a Plating agents
b Plating bath additives
c Chemical conversion coating agents

d
Vacuum plating agents（for e.g. chemical vapor deposition）, thermal spraying
agents

e Surface-hardening treatment agents (for e.g. carburizing, nitriding)
f Fluorinating agents, silylating agents
g Etching agents, sputter etching agents, abrasive blasting materials

［excl. #4-6,12-15,17,25-27,30-32,38,44］ z Others
35 Welding and soldering products a Welding fluxes

b Brazing and soldering fluxes （e.g. anti-oxidant materials for solder bath）
c Welding gas, gas for fusion cutting
z Others

36 a Base oils for hydraulic fluids, lubricating oils
b Base oils for insulating oils
c Base oils for process oils
d Thickeners
e Additives for hydraulic fluids, lubricating oils
f Additives for insulating oils
g Additives for process oils

[excl. #37] z Others

Hydraulic fluids, insulating oils, process oils, lubricating oils
（e.g. engine oils, bearing oils, compressor oils, greases）

［Defatting and/or cleaning agents used for pre- or post-
treatment of plating : #04（non-aqueous, semi-aqueous） or

#12（aqueous）］

［Raw materials of metal and alloy : #1, colorants : #11,
surface treatment products : #34, welding and soldering

products : #35, metal working fluids : #37］
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Use Category Sub Use Category
Use Category

code
(#)

Sub Use
Category code

37 a Base oils for water-soluble metalworking fluids
b Base oils for water-insoluble metalworking fluids, rust preventive oils
c Additives for water-soluble metalworking fluids
d Additives for water-insoluble metalworking fluids, rust preventive oils
z Others

38 Electrical and electronic products
［incl. chemicals used for production of subject materials］

a
Magnetic materials[excl. #38-f], electrical conductive materials, superconductive
materials, fluorescent materials

b
Semiconductor materials, organic semiconductor materials, liquid crystal
materials

c
Dielectric materials, electrical resistance materials, solid electrolyte materials,
electrolytic solution materials, separator materials for fuel cell

d
Optical waveguide materials[incl. optical fibers], optical film materials, optical
materials for electronic devices

e Encapsulation materials, insulating materials, shielding materials
f Electronic storage media materials

[Insulating oils: #36] z Others
39 Electrical batteries

a
Solid electrolytes, electrolytic solution materials, electrical insulators, battery
separators

b
Electrode materials （e.g. cathode and anode active materials, current collectors,
current collectors, binders）, depolarizers

z Others
40 Water treatment chemicals a Corrosion and rust preventive agents, scale inhibitors, algicides

b Metal ion scavengers, sequestering agents, water softeners
c Ion exchangers, separation membranes
d Oxidants, ｒeductants, pH regulators

e
Anti-foaming agents, floculants, filter aids , ｄewatering aids, ion exchange resin
regeneration agents

z Others
41 Desiccants  and absorbents a Desiccants

b Adsorbents (e.g. deodorizers, denitration agents, gas absorbents)
c Absorbents (e.g. oxygen scavengers)
z Others

42 Heat transfer fluids a Refrigerants, coolants
b Heating mediums
z Others

43 Anti-freeze and de-icing products a Anti-freezing agents
b Anti-corrosive agents, corrosive inhibitors
z Others

44 a Surface hardening agents
b Concrete admixtures(e.g. air entraining agents, water-reducing agents）
c Release agents, anti-foaming agents
d Wood impregnating agents, additives to wooden plates
e Antifoulants[excl. #17-b, c], water proofing agents, water repellent agents
z Others

45 Sprinkler chemicals, chemicals for treatment of bottom a Anti-freezing agents（e.g. snow melting agents）
ashes and fly ashes b Soil conditioners (for e.g. soil improvements, soil stabilizations)

c Fire extinguisher agents
d Nucleating agents
e Dispersants for oil spill
f Dust binding agents
z Others

46 a
Flotation reagents(collectors, frothers, conditioning agents), metal leaching
agents

b Flocculants, dispersing agents, metal-caputuring agents
[Solvents for extraction, purification and refining : #07] z Others

47 Fuels and fuel additives a Fuels

b
Fuel additives（e.g. detergents, anti-oxidants, viscosity index improvers, friction
modifiers, corrosion inhibitors）

c
Combustion improvers（e.g. combustion accelerators, cetane improvers, antiknock
agents）

d Anti-freezing agents, odorants
z Others

　excl. #01-#47
98 Others z Other raw materials, other additives
99 For export a For export

(e.g. snow melting agents, soil conditioners, fire extinguisher
agents)

Flotation reagents, collectors
《Mining industry, manufacture of fabricated metal products
》

Additives for building materials and constructional articles
(e.g. concrete admixtures, Wood impregnating agents)

Metalworking fluids （e.g. cutting oils, rolling oils, press oils,
quenching oils）, rust preventive oils
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